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立
正
大
学
経
済
学
部
は
、
60

年
と
い
う
歴
史
と
伝
統
の
上

　

立
正
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
Ｒリ

ス
Ｉ
Ｓ
」

の
名
前
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
、
６

つ
の
名
前
を
厳
選
し
、
大
崎
・

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部
生
・

院
生
、
立
正
中
高
の
皆
さ
ん
に

投
票
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
総

　

本
学
園
の
総
裁
で
あ
っ
た
大

本
山
池
上
本
門
寺
管
主
酒
井
日

慈
猊
下
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
に
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺

法
主
を
勤
め
て
い
る
内
野
日
総

　

立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部
人

間
福
祉
学
科
で
は
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
一
種
の
教
職
課
程

に
加
え
、
小
学
校
教
諭
一
種
免

クリッカー㊧を使った授業風景

数
８
９
１
票
の
う
ち
、「
モ
ラ

り
す
」
が
３
６
２
票
と
１
番
多

く
、２
番
が「
み
ど
り
ち
ゃ
ん
」、

続
い
て
「
リ
ッ
タ
」、「
リ
ッ

チ
ー
」、「
リ
エ
モ
」、「show

-
R
IS

」
と
い
う
順
番
で
し
た
。

　
「
モ
ラ
り
す
」の
由
来
は
、
本

学
の
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン『「
モ

ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
育
む
。』
の
「
モ
ラ
リ
ス
ト
」

と
「
R
I
S
S
H
O
」
の
「
Ｒ

Ｉ
Ｓ
」
を
掛
け
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
投
票
は
、

経
済
学
部
の
先
生
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
学
部
生
全
員
に
配
布

し
て
い
る
ク
リ
ッ
カ
ー
を
使
っ

て
も
行
い
ま
し
た
。

　
「
モ
ラ
り
す
」
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
を
応
募
さ
れ
た
方
は
、
中
島

信
之
介
さ
ん
（
東
京
都
）、
井

上
泰
行
さ
ん
（
茨
城
県
）、
永

嶋
あ
か
ね
さ
ん
（
神
奈
川
県
）、

佐
藤
夏
子
さ
ん
（
埼
玉
県
）、

山
川
萌
美
さ
ん
（
埼
玉
県
）
の

５
人
で
し
た
。
応
募
い
た
だ
き

ま
し
た
全
て
の
み
な
さ
ん
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
う
ち
の
に
っ
そ
う
）
猊
下
が
学

園
総
裁
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

　

総
裁
は
大
正
15
年
生
ま
れ
の

84
歳
。
法
華
経
の
「
遠
塵
離
苦

（
お
ん
じ
ん
り
く
）」「
共
に
生

き
共
に
栄
え
る
」
を
信
条
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
園
は
寄
附
行
為
第
５
条

で
日
蓮
宗
管
長
を
学
園
総
裁
と

し
て
い
ま
す
。

　

立
正
大
学
心
理
学
部
で
は
、

平
成
23
年
４
月
に
向
け
、
新
た

に
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
主
軸
を
置
い
た

対
人
・
社
会
心
理
学
科
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。

　

心
の
内
面
を
研
究
す
る
臨
床

心
理
学
科
お
よ
び
、
人
と
社
会

に
目
を
向
け
た
対
人
・
社
会
心

理
学
科
の
双
方
に
お
い
て
、
人

の
内
面
と
外
面
の
両
方
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
心
理
学
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
社
会
は
、
少
子
高
齢
化

や
終
身
雇
用
制
の
崩
壊
な
ど
に

よ
り
大
き
く
変
化
し
、
心
理
学

に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
学
科
で
は
①
身
近
な

人
間
関
係
か
ら
組
織
に
お
け
る

人
間
行
動
な
ど
幅
広
い
社
会
行

動
に
つ
い
て
科
学
的
に
実
態
を

把
握
す
る
能
力
②
そ
の
背
景
に

あ
る
心
情
や
価
値
観
を
洞
察
す

る
力
③
そ
れ
ら
知
識
・
技
能
で

問
題
を
解
決
す
る
力
を
持
つ
人

材
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

許
状
を
取
得
で
き
る
教
職
課
程

を
平
成
23
年
４
月
設
置
に
向
け

て
構
想
中
で
す
。

　

子
ど
も
を
深
く
理
解
し
、
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
学
が
初
等

教
育
の
充
実
に
大
い
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

に
、
更
に
、
今
年
度
か
ら
教
育

手
法
の
改
善
に
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ッ
カ
ー
を
使
っ
た
新
し

い
教
育
方
法
に
よ
り
、
受
講
生

の
出
席
率
・
参
加
意
識
・
理
解

度
の
向
上
を
図
り
、
学
士
力
の

確
保
並
び
に
教
育
の
質
保
証
の

強
化
に
、
組
織
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ク
リ
ッ
カ
ー
は
、
教
員
と
受

講
者
の
無
線
近
距
離
通
信
（
電

波
ま
た
は
赤
外
線
）
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の

一
つ
で
す
。
今
年
度
よ
り
、
立

正
大
学
経
済
学
部
の
全
学
生
、

１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
約

1
6
0
0
名
に
ク
リ
ッ
カ
ー
を

配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
の
実
施
は
大
学
お
よ
び
学
部

と
し
て
の
Ｆ
Ｄ
の
具
現
化
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

ク
リ
ッ
カ
ー
の
経
済
学
部
の

全
学
生
配
布
と
い
う
方
式
・
学

部
一
体
的
取
り
組
み
は
、
全
国
初

の
試
み
で
す
。（
２
面
「
学
部
あ

れ
こ
れ
」
経
済
学
部
の
項
参
照
）

立正大学
マスコットキャラ

名
前
は「
モ
ラ
り
す
」

学
生
投
票
で
決
定

本
学
園
総
裁
に

内
野
日
総
猊
下

心理学部に新学科開設

対人・社会心理学科
変わる社会ニーズに対応

来年４月に開設を予定

全国で初めて
クリッカーを
経済学部の
全学生に配布

開
設
60
年
の
経
済
学
部

 

果
敢
に
教
育
手
法
改
善

社
会
福
祉
学
部
人
間
福
祉
学
科
に

小
学
校
教
諭
教
職
課
程（
一
種
免
許
状
）
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社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
部

仏
教
文
化
再
発
見

　

仏
教
学
部
で
は
平
成
20
年
度

よ
り
「
仏
教
文
化
体
験
学
習
セ

ン
タ
ー
・
文
化
財
修
復
研
究
学

習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
一
学
部

一
優
策
事
業
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
年

度
の
今
年
も
、昨
年
に
続
き『
仏

教
文
化
再
発
見
講
座
』
と
銘
打

ち
、
一
般
の
方
を
対
象
に
以
下

の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

実
施
中
の
「
仏
像
制
作
体
験

実
習
」
で
は
、
20
代
か
ら
80
代

法

学

部

法

学

部

文

学

部

文

学

部

仏

教

学

部

仏

教

学

部

経

済

学

部

経

済

学

部

経

営

学

部

経

営

学

部

学　

部

あ
れ

　

こ
れ

ス
ポ
ー
ツ
を
切
り
口
に
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
考
え
る
法
学
部

地
球
環
境
科
学
部

地
球
環
境
科
学
部

心

理

学

部

心

理

学

部

平
成
21
年
度
『
文
化
財
保
存
学
講
座
』（
仏
教
学
部
）

ク
リ
ッ
カ
ー
を
使
う
学
生
（
経
済
学
部
）

キ
ャ
ン
プ
初
日
の
新
入
生
歓
迎
会（
経
営
学
部
）

研
究
室
で
教
員
に
相
談
す
る
学
生（
社
会
福
祉
学
部
）

交
換
留
学
生
の
崔
善
鎔
さ
ん
（
心

理
学
部
）

台
湾
の
茶
畑
で
の
聞
き
取
り
風
景
（
地
球
環
境
科
学
部
）

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

　

文
学
部
は
、
こ
の
夏
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
部
ブ
ー

ス
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

　

哲
学
科
・
史
学
科
・
社
会
学

科
・
文
学
科
日
本
語
日
本
文
学

専
攻
コ
ー
ス
・
文
学
科
英
語
英

米
文
学
専
攻
コ
ー
ス
の
ブ
ー
ス

で
は
、「
来
て
・
見
て
・
触
れ
て
」

を
合
言
葉
に
、
各
学
科
独
自
の

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
研
究
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

学
習
効
果
上
が
る

　

経
済
学
部
で
は
、
リ
モ
コ
ン

を
使
っ
て
回
答
す
る
た
め
の
小

型
通
信
装
置
「
ク
リ
ッ
カ
ー
」

を
活
用
し
た
授
業
が
４
月
よ
り

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

教
員
の
主
な
使
用
目
的
は
出

新
入
生
キ
ャ
ン
プ

　

平
成
22
年
度
の
新
入
生
キ
ャ

ン
プ
が
、
４
月
６
日
、
７
日
の

日
程
で
開
催
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン

　

法
学
部
で
は
今
年
度
新
設
さ

れ
た
「
現
代
社
会
コ
ー
ス
」
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
切
り
口
に
現
代
社

会
の
諸
問
題
を
考
え
る
、「
現

代
法
特
論
Ⅶ
（
ス
ポ
ー
ツ
法
）」

と
「
ス
ポ
ー
ツ
と
科
学
」
の
２

講
義
を
開
講
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
岩
瀬
孝
文
氏
、
本

学
野
球
部
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

チ
の
小
山
啓
太
氏
を
講
師
兼

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
ス

ポ
ー
ツ
と
社
会
、
科
学
の
関
わ

台
湾
で
現
地
調
査

　

地
理
学
科
の
「
海
外
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
で
は
、
ロ
ン
ド

ン
（
英
国
）、シ
ア
ト
ル
（
米
国
）

に
続
き
、
２
０
０
９
年
度
は
台

湾
を
訪
れ
た
。

　

９
月
８
〜
17
日
の
日
程
で
参

加
人
数
は
教
員
含
め
総
勢
20
人

で
あ
る
。台
北
を
起
点
に
台
中
、

高
雄
、
花
蓮
、
太
魯
閣
と
台
湾

を
ほ
ぼ
一
周
し
た
。

　

市
内
で
は
古
い
建
築
物
の
景

観
や
商
店
の
分
布
、
交
通
網
な

ど
を
調
査
、
農
村
部
で
は
農
家

韓
国
交
換
留
学
生

　

心
理
学
部
で
は
、
学
園
新
聞

第
１
０
６
号
で
ご
紹
介
し
た
よ

う
に
、
韓
国
翰は
ん

林り
む

大
学
と
の
学

術
交
流
に
関
す
る
国
際
交
流
協

定
に
基
づ
き
、
今
年
４
月
か
ら

交
換
留
学
生
１
名
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

　

留
学
生
は
、
翰
林
大
学
社
会

科
学
部
心
理
学
科
に
在
籍
す
る

崔
善
鎔
（
チ
ェ
・
ソ
ニ
ョ
ン
）

さ
ん
で
す
。

　

崔
さ
ん
は
、
日
本
語
が
堪
能

で
、
今
年
度
１
年
間
、
心
理
学

部
に
お
い
て
、
心
理
学
の
専
門

科
目
を
中
心
に
勉
強
を
さ
れ
ま

す
。
授
業
等
で
見
か
け
た
ら
、

気
楽
に
声
を
掛
け
て
、
応
援
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
崔
さ
ん
の
指
導
教
授

で
あ
る
翰
林
大
学
心
理
学
科
の

李
柱
一
（
イ
・
チ
ュ
イ
ル
）
先

生
も
今
年
１
月
か
ら
交
換
教
授

と
し
て
、
８
月
ま
で
齊
藤
学
部

長
研
究
室
に
て
、
研
究
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
で
の
約
20
名
が
受
講
中
で

す
。

　

10
月
〜
12
月
に
は
、「
仏
教

講
座
・
文
化
財
保
存
学
講
座
」

（
定
員
な
し
）、「
美
術
館
見
学
」

（
定
員
30
名
）、「
修
復
施
設
見

学
」（
定
員
20
名
）
を
開
講
す

る
予
定
で
す
。
後
期
講
座
の
申

し
込
み
締
切
り
は
８
月
末
日
。

応
募
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は

仏
教
学
部
事
務
室
ま
で
。

☎
０
３
（
３
４
９
２
）
８
５
２

８
　

ま
た
、
来
場
者
が
直
接
体
験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
増
設
予
定

で
す
。
文
学
部
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
こ
と
ん
」
が
今
年
も
大
活

躍
す
る
は
ず
。
見
か
け
た
ら
ぜ

ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

全
員
に
「
と
こ
と
ん
」
の
素

敵
な
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ぜ
ひ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
来
て
、文
学
部
の
学
科
・

専
攻
コ
ー
ス
の
こ
と
を
知
っ
て

く
だ
さ
い
。

欠
管
理
に
加
え
、
学
生
へ
の
簡

単
な
質
問（

ア
ン
ケ
ー
ト）

、

授
業
の
理
解
度
把
握
の
た
め
と

い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

あ
る
教
員
は
「
授
業
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
マ
イ
ク
の
音
が

聞
こ
え
に
く
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ク
リ
ッ

カ
ー
の
導
入
で
こ
う
し
た
問
題

は
解
決
で
き
る
」
と
話
す
。

　
「
授
業
で
話
す
内
容
と
関
連

付
け
た
簡
単
な
質
問
を
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

具
体
的
か
つ
鮮
明
な
記
憶
と
し

て
残
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指

摘
す
る
教
員
も
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ク
リ
ッ
カ
ー

活
用
教
育
は
、
授
業
改
善
だ
け

で
な
く
、
工
夫
次
第
で
学
習
効

果
自
体
を
上
げ
る
こ
と
に
も
役

立
ち
そ
う
だ
。

　

同
教
育
の
導
入
に
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
今
井
賢

教
授
は
「
ク
リ
ッ
カ
ー
を
学
部

生
全
員
に
配
布
す
る
取
り
組
み

は
全
国
初
。
学
生
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
も

ら
い
、
共
に
考
え
て
い
く
姿
勢

が
大
切
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

　

ク
リ
ッ
カ
ー
活
用
教
育
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
発
展
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
よ
う
だ
。

プ
は
「
学
修
の
基
礎
」
に
位
置

付
け
さ
れ
た
正
規
の
行
事
で
あ

り
、
今
年
度
着
任
さ
れ
た
新
任

の
教
員
３
人
も
含
め
、
全
員
参

加
が
原
則
で
あ
る
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
新
入
生
は

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
教
員
な
ら
び
に
「
新
入
生

キ
ャ
ン
プ
委
員
会
」
の
上
級
生

の
指
導
を
受
け
、
経
営
学
部
の

経
営
戦
略
、会
計
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
情
報
の
４
系
列
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
を
知
り
、
簿

記
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
Ｆ
Ｐ
等

の
資
格
取
得
の
方
法
な
ど
計
画

的
で
基
本
的
な
学
生
生
活
の
仕

方
を
身
に
つ
け
る
。

　

な
お
、
キ
ャ
ン
プ
初
日
の
夕

食
後
に
行
わ
れ
る
新
入
生
歓
迎

の
企
画
は
、
委
員
会
が
主
催
し

新
入
生
同
士
、
ま
た
先
輩
と
後

輩
の
関
係
づ
く
り
に
大
い
に
役

立
つ
も
の
で
あ
る
。

　

経
営
学
部
で
は
こ
の
「
新
入

生
キ
ャ
ン
プ
委
員
会
」
な
ら
び

に
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協
議
会
」
な

ど
、
学
生
に
よ
る
自
治
的
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

り
に
目
を
向
け
る
。

　

第
１
回
の
ゲ
ス
ト
講
師
は
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技
、
バ
ン

ク
ー
バ
ー
五
輪
日
本
代
表
の
葛

西
紀
明
氏
。
長
野
五
輪
後
の

ル
ー
ル
改
正
に
対
応
を
強
い
ら

れ
た
自
身
の
経
験
を
中
心
に
、

ル
ー
ル
問
題
を
考
え
る
大
変
興

味
深
い
講
義
を
展
開
し
た
。

　

今
後
も
、
大
阪
市
障
害
者
福

祉
・
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
三
上
真

二
氏
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
鈴
木

清
彦
氏
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
の

高
橋
秀
幸
氏
等
、
多
彩
な
ゲ
ス

ト
講
師
が
登
場
す
る
予
定
。

た
く
ま
し
い
顔
に

　

社
会
福
祉
学
部
の
特
色
の
一

つ
と
し
て
、
充
実
し
た
実
習
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
免

許
・
資
格
の
種
別
に
応
じ
て
幼

稚
園
・
中
学
・
高
校
・
保
育
所
・

福
祉
施
設
で
の
実
習
が
あ
り
ま

す
。

　

実
習
を
終
え
る
と
、
学
生
は

見
違
え
る
ほ
ど
た
く
ま
し
い
顔

に
な
っ
て
大
学
に
帰
っ
て
き
ま

す
。
大
学
で
の
授
業
で
は
得
ら

ま
れ
ま
す
、
就
職
担
当
の
教
職

員
が
親
身
に
な
っ
て
指
導
・
支

援
を
し
ま
す
。

へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、

先
住
民
族
の
歴
史
と
文
化
な
ど

に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。
ま
た
、

１
９
９
９
年
に
発
生
し
た
集
集

地
震
に
よ
る
被
災
地
も
観
察
し

た
。

　

各
参
加
者
が
個
別
の
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
だ
た
め
、
充
実
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
な
っ

た
。
事
前
学
習
の
成
果
と
調
査

結
果
等
を
あ
わ
せ
た
報
告
書
は

１
８
０
ペ
ー
ジ
以
上
に
。
希
望

者
に
は
配
布
す
る
の
で
、
地
理

学
科
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

　

２
０
１
０
年
度
は
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
〜
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て

〜
」と
い
う
テ
ー
マ
で
ド
イ
ツ
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
な

ど
欧
州
諸
国
を
調
査
す
る
予
定

で
あ
る
。

「とことん」とオープンキャンパス（文学部）

講義する葛西紀明選手〔土屋ホーム〕（法学部）

れ
な
い
多
く
の
も
の

が
身
に
付
き
ま
す
。

貴
重
な
体
験
で
す
。

　

さ
て
、
就
職
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
す
で
に
一

般
企
業
の
就
職
内
定

を
得
て
い
る
学
生
も

い
ま
す
が
、
福
祉
や

教
育
、
保
育
の
分
野

で
は
、
概
し
て
内
定

の
時
期
が
遅
く
な
り

ま
す
。

　

各
自
、
将
来
の
進

路
に
向
け
て
、
主
体

的
な
取
り
組
み
が
望
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５
月
１
日
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
で
今
年
度
、
立
正
大
学
に
入

職
し
た
新
任
の
教
員
を
対
象
に

Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
＝
教
員
が
授

業
内
容
・
方
法
を
改
善
し
向
上

さ
せ
る
た
め
の
組
織
的
取
組
）

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
立
正
大
学
の

現
状
を
把
握
し
、
各
教
員
が
共

通
認
識
に
立
っ
た
上
で
教
育
・

研
究
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
部
局
を

越
え
た
教
員
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
、
教
員
同

士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
最
低

限
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

を
持
つ
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

当
日
は
、
山
崎
学
長
の
基
調

講
演
に
始
ま
り
、
４
人
の
副
学

長
が
各
担
当
業
務
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、「
モ
ラ
リ
ス
ト
×

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
の
人
材
育
成

を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
と
「
ケ
ア

ロ
ジ
ー
」
の
実
践
を
考
え
る
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
教
員
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

正
井
泰
夫
名
誉
教
授
に
平
成

21
年
度
の
立
正
大
学
蘊
奥
本
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
苑

志
佳
経
済
学
部
教
授
に
蘊
奥
奨

　

田
賀
龍
彦
本
学
名
誉
教
授

（
元
理
事
長
）
が
平
成
22
年
度

春
の
叙
勲
で
、
旭
日
中
綬
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

　

田
賀
名
誉
教
授
は
イ
ン
ド
哲

　

平
成
22
年
４
月
１
日
付
け
で

９
人
の
先
生
方
に
名
誉
教
授
の

講演や説明を聞く

グループ別ワークショップ 最後は懇親会で楽しく

　

７
月
と
も
な
れ
ば
、
や
は
り

太
陽
も
手
を
抜
か
な
い
。暑
い
。

▼
日
本
の
四
季
は
、
そ
の
時
々

に
よ
っ
て
全
く
違
う
も
の
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
温
度
に
始

ま
り
、
景
色
や
、
音
や
、
色
や
、

味
や
、匂
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

情
緒
へ
と
変
わ
る
。
▼
蝉
の
騒

が
し
い
音
。
心
地
良
い
ヒ
ン
ヤ

リ
と
し
た
室
内
。
花
火
の
鮮
烈

な
色
。
海
の
匂
い
や
、
さ
ざ
波

の
音
。
ジ
ー
ン
と
す
る
冷
た
い

か
き
氷
。
祭
り
の
雑
踏
…
さ
ま

ざ
ま
な
情
緒
へ
と
変
わ
る
、
夏

の
そ
れ
ら
は
や
が
て
記
憶
と
な

り
、
細
胞
に
沁
み
つ
く
。
▼
蝉

の
鳴
き
声
や
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
し

た
太
陽
の
暑
さ
や
、
夕
方
の
ム

ワ
ッ
と
し
た
空
気
を
、
な
ん
と

な
し
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
で
も
い

い
こ
と
の
よ
う
で
、
実
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
な
の
で
あ

る
。
▼
大
学
生
の
夏
休
み
は
、

人
生
の
中
で
も
最
も
自
由
に
自

分
の
考
え
を
実
行
で
き
る
、
数

少
な
い
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

し
た
い
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
。

た
だ
そ
れ
が
、
海
の
潮
風
や
花

火
と
同
じ
よ
う
に
、
学
生
時
代

の
夏
の
記
憶
と
な
っ
て
、
細
胞

に
残
っ
て
い
く
こ
と
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
▼
と

い
っ
て
も
ま
だ
夏
休
み
で
は
な

い
。
夏
が
本
番
に
な
っ
て
い
く

の
を
感
じ
な
が
ら
、
季
節
の
風

情
を
楽
し
み
な
が
ら
、
や
る
べ

き
こ
と
を
一
つ
ず
つ
こ
な
し
、

ど
の
よ
う
な
夏
を
送
る
べ
き

か
、
ぼ
ん
や
り
と
で
も
い
い
か

ら
、考
え
て
い
こ
う
。（
Ｍ
・
Ｉ
・
）

正井名誉教授

苑教授田賀名誉教授

堺教授

田坂准教授

励
賞
が
、
堺
正
一
社
会
福
祉
学

部
教
授
、
田
坂
さ
つ
き
文
学
部

准
教
授
に
蘊
奥
褒
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

選
考
対
象
は
本
学
の
教
員
、

元
教
員
で
、
本
学
の
教
育
や
研

究
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
者
、

研
究
成
果
の
社
会
還
元
で
本
学

の
社
会
的
評
価
の
向
上
に
貢
献

し
た
者
に
授
与
さ
れ
ま
す
。
将

来
の
業
績
を
期
待
さ
れ
る
者
も

表
彰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
立
正
大
学
蘊
奥
本
賞

正
井
泰
夫
（
名
誉
教
授
）

◆
立
正
大
学
蘊
奥
奨
励
賞

苑
志
佳
（
経
済
学
部
教
授
）

◆
立
正
大
学
蘊
奥
褒
賞

堺
正
一（
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

田
坂
さ
つ
き（
文
学
部
准
教
授
）

学
・
仏
教
学
の
権
威
と
し
て
特

に
法
華
経
研
究
に
お
い
て
学
界

に
多
大
な
寄
与
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
を
通
じ
て
教
育

界
、
と
く
に
私
学
の
振
興
に
尽

力
し
て
お
り
、
そ
の
功
績
は
学

内
外
の
教
育
界
、
ま
た
社
会
福

祉
分
野
か
ら
も
評
価
さ
れ
、
そ

の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
る
と

い
う
の
が
受
章
理
由
で
す
。

称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
冠
賢
一
名
誉
教
授
、
岩
淵
慶

一
名
誉
教
授
、
前
田
征
三
名
誉

教
授
、
松
澤
勝
名
誉
教
授
、
比

嘉
康
光
名
誉
教
授
、
鷲
尾
祐
喜

義
名
誉
教
授
、
髙
村
弘
毅
名
誉

教
授
、
大
塚
昌
利
名
誉
教
授
、

福
岡
義
隆
名
誉
教
授

　

大
崎
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
「
学
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ポ

ス
ト
」
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で

す
か
？

　

平
成
21
年
度
の
学
長
へ
の

　

４
月
か
ら
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

の
学
食
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
高
級
ス
テ
ー

キ
で
有
名
な
銀
座
ス
エ
ヒ
ロ
が

運
営
す
る
食
堂
で
す
。

　

本
格
ス
テ
ー
キ
が
６
０
０
円

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点

の
ス
テ
ー
キ

中
村
売
店
２
代
目
の

中
村
百
合
子
さ
ん
（
右
）

で
食
べ
ら
れ
る
な
ど
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
、
和
定
食
や
麺
類
な

ど
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
学
食
は
、
昼
休
み
以
外
の

時
間
に
も
多
く
の
学
生
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ト
ー
ク

パ
レ
ッ
ト
の
一
角
に
売
店
が
あ

り
ま
す
。
昭
和
初
期
か
ら
80
年

以
上
続
く
老
舗
、
中
村
売
店
で

す
。現
在
の
ご
主
人
は
３
代
目
。

そ
の
売
店
の
２
代
目
、
中
村
百

合
子
さ
ん
（
95
歳
）
に
こ
の
度
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
授
業
に
関
す

る
要
望
が
一
番
多
く
、
そ
の
ほ

か
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
や
ク

ラ
ブ
に
関
す
る
こ
と
な
ど
も
多

数
あ
り
ま
し
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
学
長

が
必
ず
最
初
に
確
認
し
、
そ
の

後
、
担
当
副
学
長
が
関
係
部
署

ま
た
は
関
連
事
務
局
に
対
応
を

依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
記
名
の
あ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
は
、
そ
の
対
応
内
容

に
つ
い
て
返
事
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
キ
ャ

ン
パ
ス
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

学内に設置されている
メッセージポスト

大崎キャンパスは２号館B1
熊谷キャンパスはアカデミック
キューブロビーに設置

理
事
長
、
学
長

か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

百
合
子
さ
ん

は
33
歳
の
と
き

か
ら
60
年
以
上

も
売
店
を
切
り

盛
り
し
、書
籍
・

文
房
具
店
と
し

て
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
に

貢
献
、
本
学
の
歴
史
と
と
も
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
で
も
百
合
子
さ
ん
を
訪
ね

て
く
る
卒
業
生
も
多
く
、
百
合

子
さ
ん
の
人
柄
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

山崎学長らが講演
現状認識を共有

Ｆ
Ｄ
新
任
教
員
研
修

正
井
名
誉
教
授
に
蘊
奥
本
賞

奨
励
賞
・
苑
教
授 

褒
章
に
堺
、田
坂
氏

田賀名誉教授に

旭日中綬章
春の叙勲

名
誉
教
授
に
９
氏

学
食
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

銀
座
ス
エ
ヒ
ロ
運
営

大　
崎

ご存知？
学長ポス

ト

一番多
いのは

一番多
いのは

授業へ
の要望

授業へ
の要望

「
中
村
売
店
」
あ
り
が
と
う

２代目・百合子さんに
理事長・学長の感謝状

視点視点
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露天掘りの石灰鉱山で（山口県・宇部興産）

お札の数え方実演（りそな銀行・森隆浩氏） アンモニアプラントをバックに（大分県・旭化成）

オランダに遊びに来てくれたゼミ生
たちとグロティウス像の前で

ライデン大学法学部

ライデン大学での演習授業の風景

Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
あ
る
平
和
宮

　

私
の
専
攻
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ

の
分
野
が
あ
り
ま
す
。一
つ
は
、

株
価
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
価
格

決
定
を
考
え
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
分

野
。
も
う
一
つ
は
、
企
業
の
資

金
調
達
や
設
備
投
資
の
決
定
を

考
え
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
分
野
。
そ
し
て
、
私

は
両
方
の
分
野
を
研
究
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
感
じ
る
の
は
、
20
年
間

銀
行
に
勤
め
、
大
学
教
員
に

な
っ
て
約
10
年
が
経
ち
ま
す

が
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
銀
行

の
と
き
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
と

き
は
オ
プ
シ
ョ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
を
考
え
て
い
た
し
、
融
資
マ

ン
の
と
き
は
企
業
訪
問
し
、
運

用
調
達
案
件
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

て
い
ま
し
た
。

　

両
者
の
分
野
は
、
研
究
ス
タ

イ
ル
が
異
な
り
ま
す
。
マ
ー

ケ
ッ
ト
分
野
で
は
、
研
究
室
に

閉
じ
こ
も
り
、
数
学
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
こ
つ
こ
つ
進
め
、
論
文

に
仕
上
げ
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。

こ
れ
に
対
し
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
、
個
々
の

企
業
が
ど
う
考
え
て
設
備
投
資

や
資
金
調
達
の
意
思
決
定
を

行
っ
た
か
、
企
業
を
訪
問
し
、

会
社
や
組
織
・
人
間
を
観
察
す

る
こ
と
ま
で
追
及
し
ま
す
。

　

私
は
両
方
好
き
で
、
暖
か
い

季
節
は
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

工
場
見
学
に
出
か
け
、
寒
い
と

き
は
研
究
室
に
こ
も
り
、
計
算

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
明
け
暮
れ
て

い
ま
す
。

　

最
近
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
前

者
で
は
、
実
務
で
絶
賛
さ
れ
て

い
る
ド
ル
コ
ス
ト
平
均
法
は
、

注
意
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
と

や
や
批
判
的
な
主
張
を
し
て
い

ま
す
。

　

後
者
で
は
、
内
部
資
本
市
場

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

複
数
の
事
業
部
か
ら
な
る
企
業

は
、
儲
か
っ
て
い
る
事
業
部
か

ら
、
赤
字
だ
が
将
来
有
望
な
事

業
部
に
資
金
を
融
通
す
る
こ
と

は
効
率
的
と
い
え
ま
す
。

　

反
面
、
事
業
部
長
の
立
場
で

は
、
自
分
の
事
業
部
の
リ
ス
ト

ラ
を
避
け
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
経
営
陣
に
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ

を
行
い
、
非
効
率
的
な
延
命
投

資
が
続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
複
数
の
事
業
部
を
持

つ
企
業
は
、
ど
ち
ら
の
効
果
の

方
が
強
く
働
い
て
い
る
か
を
調

べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野
で
は

企
業
を
知
る
こ
と
、
企
業
の
組

織
や
人
間
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。そ
こ
で
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
す
が
、
企
業
を
知
る
こ
と
は

面
白
く
、
そ
の
歴
史
も
勉
強
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
化
学
業
界
企
業
に

絞
っ
て
研
究
し
て
い
ま
す
が
、

写
真
は
去
年
訪
れ
た
旭
化
成

（
大
分
県
）
と
宇
部
興
産
（
山

口
県
）
で
す
。
前
者
は
日
本
で

初
め
て
日
窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
創

業
者
野
口
遵
に
よ
っ
て
導
入
さ

れ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
プ
ラ
ン
ト
、

後
者
は
露
天
掘
り
の
石
灰
鉱

山
、
そ
れ
は
も
う
感
動
し
ま
し

た
。

　

さ
て
、
銀
行
を
離
れ
て
10
年

に
な
り
ま
す
が
、
銀
行
業
務
に

は
今
で
も
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

　
「
戦
略
経
営
特
講
Ｄ
（
銀
行

実
務
）」
の
授
業
で
は
、
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
、
り
そ
な
銀

行
五
反
田
支
店
の
森
隆
浩
営
業

部
長
を
招
き
、「
銀
行
の
仕
事

の
実
際
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
貴

重
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
、
お
札
の
数
え
方

も
披
露
さ
れ
、
多
く
の
学
生
が

銀
行
業
務
に
興
味
を
持
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

島
の
領
有
権
、
反
捕
鯨
活
動

船
へ
の
対
応
、
地
球
温
暖
化
、

自
衛
権
、
犯
罪
人
引
渡
な
ど
の

話
題
が
、
社
会
的
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問

題
は
、
自
国
で
し
か
通
用
し
な

い
論
理
で
は
な

く
、
他
国
と
の

関
係
を
規
律
す

る
共
通
の
基
準

（
国
際
法
）
に

拠
ら
な
け
れ

ば
、
解
決
を
図

る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
（
こ
の

点
に
い
ち
早
く

気
付
い
た
龍
馬

の
慧
眼
に
は
驚

つ
い
て
勧
告
的

意
見
を
付
与
す

る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

従
来
の
Ｉ
Ｃ

Ｊ
論
に
は
、
国

内
の
司
法
権
観

念
か
ら
の
単
純

な
類
推
や
両
極

論
（
過
大
な
期

待
と
過
小
評

価
）
な
ど
が
少

な
く
な
く
、
Ｉ

Ｃ
Ｊ
の
国
連
機

か
さ
れ
ま
す
）。

　

私
の
主
な
研
究
対
象
は
、
そ

の
重
要
な
実
現
手
段
と
し
て
の

国
際
司
法
裁
判
所
（
I
C
J
）

で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
国
連
総
会
・
安
保

理
で
選
出
さ
れ
た
15
人
の
裁
判

官
か
ら
な
る
世
界
法
廷（
現
在
、

雅
子
妃
の
御
父
君
・
小
和
田
恆

氏
が
所
長
）
で
、
①
当
事
国
か

ら
付
託
さ
れ
た
紛
争
を
法
的
に

解
決
す
る
役
割
と
②
国
連
機
関

か
ら
諮
問
さ
れ
た
法
律
問
題
に

関
と
し
て
の
固
有
の
役
割
・
限

界
を
探
究
す
る
姿
勢
や
社
会
科

学
と
し
て
の
実
践
性
、
腰
の
強

さ
に
欠
け
る
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
問
題
意
識
が
、
一
昨

年
度
の
学
会
報
告
を
含
め
、
私

の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
研
究
の
基
底
に
あ
り

ま
す
。

　

い
ま
研
究
留
学
中
の
ラ
イ
デ

ン
大
学
は
オ
ラ
ン
ダ
最
古
の

１
５
７
５
年
創
立
で
、
国
際
法

の
父
・
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
や
、
日

本
で
も
幕
末
に
西
周
や
津
田
真

道
ら
が
学
ん
だ
大
学
と
し
て
、

ま
た
欧
州
に
お
け
る
日
本
研
究

の
拠
点
（
シ
ー
ボ
ル
ト
の
功
績

大
）
と
し
て
も
、
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
留
学
は
、
院
生
時

代
に
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
墓
前
で

国
際
法
学
者
に
な
る
と
誓
っ
た

こ
と
へ
の
お
礼
参
り
の
意
味
も

あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｊ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
た
め

で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
あ
る
平
和
宮
に
は

デ
ジ
タ
ル
資
料
を
含
め
優
れ
た

図
書
館
機
能
が
あ
り
、
重
宝
し

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
公
開
法

廷
で
、
事
前
申
込
に
よ
り
傍
聴

も
可
能
で
す
。
弁
論
の
合
間
に

関
係
者
ら
と
談
笑
で
き
る
牧
歌

性
も
楽
し
み
の
１
つ
で
す
。
先

日
判
決
が
下
さ
れ
た
、
製
紙
工

場
に
よ
る
河
川
汚
染
に
関
す
る

ウ
ル
グ
ア
イ
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
裁
判
は
、「
開
発
と
環
境
」
と

い
う
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
が
争
点

だ
っ
た
だ
け
に
、
多
く
の
マ
ス

コ
ミ
が
詰
め
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
へ
の
感
謝
の
念
と

公
的
留
学
の
本
分
を
忘
れ
ず
残

り
の
期
間
（
８
月
末
ま
で
）
を

全
う
し
、
帰
国
後
の
教
育
研
究

活
動
の
中
で
還
元
し
て
い
く
所

存
で
す
。

国
連
機
関
と
し
て
の
固
有
の
役
割
・
限
界
を
探
究

　

実
践
的
で
腰
の
強
い
論
議
目
指
す

研
究
の
達
人　

研
究
の
達
人　

経
営
学
部
教
授　
　
　

高
見　

茂
雄

株価やデリバティブ
マーケット分野
　　　　資金調達や設備投資
　　　　コーポレートファイナンス

異なる研究法に取り組む

数
学
的
セ
ン
ス
と

人
間
観
察
と
の
融
合

ファイ　
　ナンス

　

研
究
の
達
人

　

研
究
の
達
人

法学部准教授　　　

永田　高英

正義と平和の番人
国際司法裁判所

（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）

オ
ラ
ン
ダ

・
ハ
ー
グ



（5）2010年（平成22年）７月１日 第110号

大学の近くの海

ゼ
ミ
生
と
筆
者
（
左
）

昔昔
今今

ゲートプラザロビー（左③）

ゲートプラザ吹き抜けのロビー（左①）

ゲートプラザ廊下（左②）

ゲートプラザ夜景

現ゲートプラザロビー掲示板（昭和60年頃）③

現ゲートプラザ廊下（昭和45年頃）②

現ゲートプラザ吹き抜けのロビー（昭和41年頃）①

現ゲートプラザ（昭和43年竣工）

現ゲートプラザ建設工事（昭和39年頃）

　

１
９
６
７
年
、
今
を
遡
る
こ

と
43
年
前
。
そ
の
頃
を
思
い
起

こ
す
と
、
国
立
・
公
立
・
私
立

を
問
わ
ず
、
大
学
は
国
や
東
京

都
な
ど
の
方
針
で
校
舎
の
郊
外

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

現
在
の
中
国
に
も
似
た
急
激

な
景
気
上
昇
に
直
面
し
、
交
通

情
況
を
打
開
し
た
り
公
害
を
防

止
す
る
一
環
と
し
て
、
そ
う
し

た
措
置
が
と
ら
れ
た
の
だ
。

　

政
治
は
国
の
経
済
状
況
に
如

何
に
左
右
さ
れ
る
か
、
そ
の
好

事
例
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
と

も
あ
れ
、
文
部
省
の
認
可
に
適

合
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
42
年

（
１
９
６
７
）
に
立
正
大
学
も

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
、
東

京
の
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
二

で
、
必
要
不
可
欠
な
斬
新
な
機

能
を
持
っ
た
部
屋
を
作
る
用
意

と
し
て
設
計
し
た
」
と
答
え
た

と
聞
い
た
も
の
だ
。

　

そ
の
槇
氏
は
、
今
や
日
本
建

開
花
し
て
い
る
。

　

最
近
の
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

輝
く
よ
う
な
光
景
も
そ
う
し
た

時
代
背
景
を
持
っ
て
の
こ
と
と

言
っ
て
よ
い
。
槇
氏
の
設
計
に

棟
）」の
壁
に
、ロ
ー
マ
字
で「
立

正
大
学
学
園
歌
」
の
歌
詞
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。（
写
真

た
な
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
心
意

気
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
教
育
史
上
、「
大
学
令

に
よ
る
」
私
立
大
学
が
認
可
さ

れ
た
の
は
、
大
正
10
年
（
１
９

２
１
）
頃
か
ら
で
あ
る
。
大
正

13
年
に
認
可
さ
れ
た
「
立
正
大

学
」
は
、
旧
制
大
学
と
し
て
は

17
大
学
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。

　

当
初
の
校
舎
の
建
築
は
、
辰

野
金
吾
・
東
京
帝
国
大
学
教
授

や
そ
の
門
下
に
よ
る
。
帝
国
大

学
の
初
代
建
築
学
科
主
任
教
授

は
イ
ギ
リ
ス
人
コ
ン
ド
ル
氏
で

あ
る
。
彼
の
帰
英
後
、
第
二
代

主
任
教
授
を
継
い
だ
の
が
辰
野

金
吾
教
授
な
の
だ
。

　

戦
後
の
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

設
計
が
槇
氏
で
あ
り
、
立
正
大

学
の
建
築
史
は
誇
り
に
足
る
も

の
だ
！　

改
め
て
感
嘆
す
る
。

し
す
ぎ
た
が
ゆ

え
に
、
疲
れ
過

ぎ
た
運
転
手
の

ミ
ス
に
よ
り
、

ス
キ
ー
に
行
っ

た
学
生
、
教
員

と
運
転
手
の
25

人
を
乗
せ
た
ま

ま
、
バ
ス
は
早

朝
の
湖
に
沈
ん

で
し
ま
っ
た
の

だ
っ
た
。

　

入
学
数
カ
月

前
の
出
来
事
で

あ
り
、
乗
っ
て

　

ク
ラ
ブ
の
合
宿
や
ゼ
ミ
合
宿

で
利
用
さ
れ
て
い
た
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
短
期
宿
泊
施
設
「
ユ
ニ

デ
ン
ス
」
Ｃ
館
は
、
平
成
22
年

３
月
を
も
っ
て
閉
館
し
ま
し

た
。
４
月
以
降
は
、
ユ
ニ
デ
ン

ス
Ａ
館
１
・
３
・
４
階
に
そ
の
機

能
を
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
デ
ン
ス
Ａ
館
短
期
宿
泊

施
設
に
は
シ
ン
グ
ル
と
ツ
イ
ン

部
屋
（
全
室
禁
煙
）
が
あ
り
、

バ
ス
ト
イ
レ
付
き
で
、
快
適
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自

然
に
や
さ
し
い
エ
コ
環
境
に
配

慮
し
た
施
設
で
す
。

　

宿
泊
に
際
し
て
は
、タ
オ
ル
・

歯
ブ
ラ
シ
・
石
鹸
類
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
宿
泊
の
予
約
・

詳
細
は
ユ
ニ
デ
ン
ス
Ａ
館
短
期

宿
泊
施
設
フ
ロ
ン
ト
へ
。

☎
０
４
８（
５
３
９
）１
５
０
４

　

福
祉
大
学
の
３
年
生
に
な
り
、

私
は
漠
然
と
し
た
焦
り
を
感
じ

て
い
た
。
福
祉
以
外
の
こ
と
ば

か
り
に
目
が
向
き
、
福
祉
を
学

ん
で
も
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の

か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
の
夕
方
、
私

は
一
人
で
大
学
の
裏
山
に
登
っ

た
。
山
を
開
拓
し
て
建
設
し
た

大
学
の
裏
に
は
、
ま
だ
小
高
い

丘
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。

大
学
か
ら
は
数
百
メ
ー
ト
ル
先

の
海
が
よ
く
見
え
る
が
、
裏
山

に
登
れ
ば
、
も
っ
と
綺
麗
に
見

え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
だ
。

　

丘
の
頂
上
に
到
達
し
た
私
の

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、

ひ
っ
そ
り
と
立
つ
碑
だ
っ
た
。

そ
の
碑
に
は
「
あ
あ
君
、
こ
こ

に
眠
る
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

そ
の
碑
に
は
、
私
が
入
学
す
る

少
し
前
に
起
こ
っ
た
バ
ス
事
故

で
亡
く
な
っ
た
人
の
名
前
が
刻

ん
で
あ
っ
た
。

　

バ
ス
会
社
が
運
転
手
を
酷
使

い
た
人
た
ち
と
面
識
は
な
か
っ

た
が
、
そ
の
碑
を
見
た
時
に
と

て
も
他
人
事
で
は
な
い
よ
う
に

思
え
た
。

　

そ
の
碑
は
、
大
学
の
中
で
も

一
番
綺
麗
に
海
が
見
え
る
場
所

に
立
っ
て
い
た
。
海
辺
の
遊
園

地
も
、
遠
く
の
町
も
、
海
に
沈

む
夕
日
さ
え
、
全
て
見
渡
せ
る

場
所
だ
っ
た
。
私
は
そ
の
光
景

を
見
た
時
に
、
も
っ
と
生
き
て

福
祉
の
勉
強
を
し
た
か
っ
た
大

学
１
年
生
の
あ
あ
君
と
、
あ
あ

君
の
た
め
に
一
番
綺
麗
な
場
所

に
碑
を
立
て
た
友
達
の
こ
と
を

思
い
、
悲
し
く
て
、
悲
し
く
て

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
日
以
来
、
私
は
考
え
る

こ
と
が
増
え
た
。
生
き
る
と
は

何
か
、
よ
り
よ
く
生
き
る
と
は

ど
ん
な
こ
と
か
、
私
が
も
し
彼

ら
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ

る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
か
…
。

そ
ん
な
「
問
い
」
を
持
っ
て
、

私
は
大
学
院
に
進
み
、
本
格
的

に
福
祉
の
道
へ
踏
み
出
し
た
。

　

今
で
も
、
大
学
の
裏
山
か
ら

見
た
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る
美

し
い
海
を
忘
れ
な
い
。
夢
な
か

ば
で
亡
く
な
っ
た
あ
あ
君
と
そ

の
仲
間
た
ち
が
大
学
に
い
た
こ

と
も
。
ま
だ
「
問
い
」
の
答
え

は
出
て
い
な
い
け
れ
ど
、
そ
の

「
問
い
」
を
胸
に
、
今
も
私
は

福
祉
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

校
地
制
と
な
っ
た
。

　

当
初
の
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

設
計
は
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
槇

文
彦
氏
に
よ
る
も
の
で
、
確
か

あ
る
建
物
の
３
階
部
分
は
吹
き

抜
け
に
な
っ
て
い
た
。
大
い
に

憤
慨
す
る
人
も
い
た
が
、
当
の

槇
氏
は
「
建
物
に
は
可
変
制
が

必
要
」「
大
学
が
展
開
す
る
中

築
界
の
大
御
所
。
今
も
東
京
大

学
の
建
築
学
専
攻
学
生
諸
氏
が

見
学
に
押
し
寄
せ
る
と
い
う
。

　

あ
れ
か
ら
約
半
世
紀
。
日
本

社
会
全
体
が
大
き
な
変
化
を
遂

げ
た
。
新
幹
線
も
進
化
を
続
け

て
お
り
、
そ
の
ほ
か
ど
の
分
野

で
も
国
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が

新
た
な
デ
ザ
イ
ン
が
加
え
ら
れ

斬
新
な
光
景
を
見
せ
て
い
る
。

訪
れ
る
人
は「
立
派
で
す
ね
！
」

「
モ
ダ
ン
で
す
ね
！
」
と
感
嘆

の
声
を
挙
げ
る
。

　

モ
ザ
イ
ク
模
様
か
と
見
間
違

う
「
ゲ
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
旧
本
部

右
か
ら
４
番
目
）
ま
た
「
建
学

の
精
神
」
も
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と

し
て
好
感
を
呼
ぶ
モ
チ
ー
フ
を

抱
き
、
な
か
な
か
や
る
な
、
と

い
う
感
じ
に
襲
わ
れ
る
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
！
ご
父
母

の
皆
さ
ん
！
機
会
を
作
っ
て
新

熊谷熊谷
 キャンパス編 キャンパス編

熊谷キャンパスの　
短期宿泊施設ユニデンス
Ｃ館からＡ館へ移行

私のスタンスを変えた場所
美しく悲しい海が見える丘

保正　友子
（社会福祉学部准教授）

〈
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渡
邊　

寶
陽

 

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
か
ら
43
年

今
新
た
な
展
望
に
輝
く
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己
が
葉
を
地
に
敷
き
つ
め
て
大
欅
覚
悟
決
め
た
る
冬
木
と

な
れ
り 

松
田　

寿
美
（
阿
南
市
）

祭
壇
の
夫
の
遺
影
ほ
ほ
ゑ
み
ぬ
至
ら
ぬ
我
を
責
め
ぬ
優
し

さ 

清
水　

敏
子
（
西
東
京
市
）

冬
陽
ざ
し
あ
た
た
か
き
道
を
歩
み
来
て
曲
が
り
て
ま
た
も

ひ
た
な
に
寄
り
ぬ 

三
木　

美
和
（
練
馬
区
）

久
々
に
晴
れ
た
る
梅
雨
の
空
青
し
白
き
シ
ー
ツ
の
は
た
め

く
が
見
ゆ 

金
子　

敏
衣
（
熊
谷
市
）

炎
暑
・
猛
暑
・
酷
暑
に
て
も
こ
の
暑
さ
に
相
応
は
ざ
り
何

と
名
付
け
む
今
年
の
夏
を 

近
藤　

邦
巳
（
船
橋
市
）

妻
の
手
に
背
を
押
さ
れ
ゆ
く
石
段
に
蛙
休
み
を
り
わ
れ
も

休
ま
ん 

閑
人
庵
（
埼
玉
県
）

〔
評
〕

松
田
作
品　
「
己
が
葉
を
」。
雄
々
し
い
姿
を
見
せ
る
冬
の

欅
。
大
欅
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
。
上
二
句
の
描
写
が
、「
覚

悟
決
め
た
る
」
を
さ
ら
に
活
き
た
表
現
と
し
て
い
る
。

清
水
作
品　
「
祭
壇
の
」。
夫
を
亡
く
し
て
日
が
浅
い
頃
の

作
品
。
あ
あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
、
こ
う
も
す
れ
ば
と
悔
い

る
作
者
を
、
い
つ
も
慰
め
る
遺
影
の
優
し
い
ほ
ほ
え
み
。

三
木
作
品　
「
冬
陽
ざ
し
」。
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
瑣

事
。
が
、「
曲
が
り
て
ま
た
も
」
以
下
に
、
誰
も
の
心
に
、

ふ
と
温
か
な
気
分
が
流
れ
る
の
を
感
じ
る
だ
ろ
う
。

金
子
作
品　
「
久
々
に
」。
鬱
陶
し
い
梅
雨
の
合
間
の
青
空
。

干
し
た
シ
ー
ツ
の
白
さ
が
、
ま
ぶ
し
く
眼
に
沁
み
る
。
原

作「
梅
雨
の
青
空
の
」。「
空
青
し
」と
は
っ
き
り
言
い
切
っ

た
添
削
に
。
下
句
の
白
さ
が
さ
ら
に
活
き
る
は
ず
。

近
藤
作
品　
「
炎
暑
・
猛
暑
」。
今
年
も
す
ぐ
に
夏
が
や
っ

て
く
る
。
や
は
り
耐
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
だ
ろ
う
か
。

原
作
「
も
す
で
に
超
え
に
け
り
」。
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど

の
暑
さ
と
い
う
の
だ
ろ
う
が
、
不
鮮
明
。
添
削
を
参
考
に
。

閑
人
庵
作
品　
「
妻
の
手
に
」。
微
笑
ま
し
い
一
首
。
上
句

の
情
景
も
、
ま
た
下
句
も
一
茶
の
「
や
れ
打
つ
な
」
等
の

句
を
思
い
出
す
。
こ
の
一
首
に
も
残
念
な
箇
所
が
あ
る
。

原
作
の
「
石
段
の
蛙
越
す
な
と
」。
追
い
越
さ
ず
に
こ
こ

で
し
ば
ら
く
云
々
と
い
う
の
か
、
や
は
り
不
鮮
明
だ
ろ
う
。

古
寺
燦
燦
桜
散
華
の
花
御
堂

 

神
奈
川
県
横
浜
市　

長
崎　

円
喜

四
月
尽
小
雨
の
嵯
峨
と
な
り
に
け
り

 

神
奈
川
県
大
和
市　

今
関
十
三
里

屈
強
の
男
泣
か
せ
る
杉
花
粉

 

東
京
都
大
田
区　

水
口　

仁
平

す
れ
違
ふ
園
児
の
に
ほ
ひ
夏
来
る

 

香
川
県
坂
出
市　

井
上　

植
惠

さ
ざ
な
み
の
植
田
に
う
つ
る
夕
日
か
な

 

千
葉
県
船
橋
市　

近
藤　

邦
巳

内
定
を
得
し
学
生
や
梅
雨
明
く
る

 

東
京
都
練
馬
区　

西
岡　
　

翠

〔
評
〕
古
寺
燦
燦
―
こ
の
句
は
古
寺
鎌
倉
を
謳
っ
て
い
る
。

『
吾
妻
鏡
』
が
想
い
浮
か
ぶ
。
鎌
倉
五
山
は
じ
め
名
刹
が

燦
燦
と
。
折
し
も
桜
花
散
華
で
、
見
事
な
光
景
で
あ
る
。

こ
の
花
御
堂
は
、
大
自
然
を
背
景
と
し
て
い
る
。

四
月
尽
―
「
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
・
京
都
」
を
携
え
て
、
古

寺
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
小
雨
降
り
し
き
る
嵯
峨
野
に
佇
ん

で
い
た
、
春
の
尽
き
る
日
に
。
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
も

辿
っ
て
い
る
作
者
だ
け
に
、「
嵯
峨
」
へ
の
思
い
が
深
い
。

屈
強
の
―
こ
れ
は
ま
た
、
断
じ
て
面
白
い
句
に
な
っ
て
い

る
。
春
先
、気
象
予
報
で
、「
杉
花
粉
」
を
や
っ
て
い
る
が
、

「
花
粉
症
」
で
「
屈
強
の
男
（
も
）
泣
か
」
さ
れ
る
の
だ
。

こ
の
句
、
こ
っ
け
い
味
を
表
出
し
て
骨
太
の
作
。

す
れ
違
ふ
―
新
鮮
で
な
ん
と
繊
細
、
し
か
も
明
朗
闊
達
な

句
で
あ
ろ
う
か
と
、
読
み
手
は
う
れ
し
く
な
る
。
そ
し
て

こ
の
感
動
を
皆
共
に
う
れ
し
く
思
え
る
俳
句
と
な
っ
て
い

る
。
愛
く
る
し
い
園
児
、
季
語
が
い
き
い
き
と
し
て
。

さ
ざ
な
み
の
―
天
地
合
一
の
広
大
な
植
田
に
輝
や
く
ば
か

り
に
「
夕
日
」
が
映
っ
て
い
る
。
稲
の
水
田
は
、
日
本
の

生
命
そ
の
も
の
だ
と
い
う
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
で
あ

る
。
深
く
読
む
と
「
さ
ざ
な
み
」
の
動
き
が
目
に
見
え
る
。

内
定
を
―
立
正
大
に
て
学
生
の
こ
と
を
常
に
心
込
め
て
見

守
っ
て
い
る
一
職
員
の
作
者
の
思
い
が
裏
打
ち
さ
れ
て
い

て
い
い
句
で
あ
る
。
内
定
で
朗
報
、季
語
が
生
き
て
い
る
。

みなさん 
の投稿を募集 
しています 

みなさん 
の作品を募集 
しています 

　

田
舎
人
養
成
所

 

（
平
成
11
年
度
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
了
）

 

小
松
原
秀
之

薄
っ
ぺ
ら
な
笑
顔
を

親
切
ご
か
し
の
能
面
に
貼
り
付
け

く
だ
ら
な
い
仲
間
意
識
を
強
要
す
る

「
消
防
団
を
や
っ
て
い
る
う
ち
が
華
だ
ぜ
」

あ
ら
が
え
！

田
舎
の
風
習
が

底
な
し
の
沼
の
よ
う
に
自
由
を
奪
う

足
首
か
ら
膝
、
腰
、
肩
と
沈
ん
で
い
く

「
田
舎
に
お
る
ん
じ
ゃ
ぁ
、

付
き
合
い
は
せ
に
ゃ
な
ら
ん
」

あ
ら
が
え
！

サ
リ
ン
を
撒
い
た
教
団
を
「
洗
脳
」
と
笑
っ
た
が

も
っ
と
色
濃
く
根
強
い
洗
脳
が
こ
こ
に
は
あ
る

あ
ら
が
え
！

毎
朝
５
時
半
か
ら
の
消
防
操
法
の
練
習

一
種
の
祭
り
、
狂
乱
、
自
己
満
足
、
満
足
、
満
足･･･

あ
ら
が
え
！

従
順
な
田
舎
人
が
ま
た
ひ
と
り
で
き
あ
が
り

〔
評
〕

　

右
、
小
松
原
秀
之
君
の
詩
は
、
硬
い
批
評
の
骨
が
ま
ん
な

か
に
入
っ
て
い
る
。

　

地
方
生
活
を
つ
づ
け
る
若
者
の
だ
れ
し
も
が
、
一
度
は
骨

身
に
し
み
て
感
じ
る
、
連
帯
感
の
強
制
と
低
俗
な
共
同
体
意

識
の
き
ず
な
、
そ
の
息
苦
し
さ
、
う
っ
と
う
し
さ
。

　

作
者
は
じ
っ
さ
い
村
の
消
防
団
に
参
加
さ
せ
ら
れ
、
村
の

風
習
そ
の
他
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
さ
れ
な
が
ら
、
必
死
の
抵

抗
も
（
心
の
中
で
）
試
み
た
の
だ
ろ
う
。「
あ
ら
が
え
！
」

に
実
感
が
こ
も
る
。
だ
が
生
き
る
た
め
の
妥
協
と
麻
痺
も
あ

る
。
そ
の
悩
み
が
告
白
さ
れ
て
、
若
わ
か
し
い
。

　

一
地
方
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
村
光
太
郎
「
根
付
の

国
」
以
来
の
、
日
本
人
の
せ
せ
こ
ま
し
い
島
国
根
性
を
、
に

が
い
自
省
を
ま
じ
え
て
批
判
し
て
い
る
の
だ
。

父
母
・

 

卒
業
生　

　
　
　

か
ら

　

今
年
の
春
、
古
里
の
御
嶽
講
と
飯
田
の
お
練
祭

り
（
東
野
の
獅
子
舞
）
の
様
子
を
撮
影
し
ま
し
た
。

獅
子
舞
や
講
は
、
今
も
地
域
の
人
々
の
暖
か
い
心

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
長
く
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

「
民
間
伝
承
」

〈
写
真
〉

 

福
澤 

浩
之

　
（
平
成
19
年
３
月
文
学
部
社
会
学
科
卒
）

　本学に関する貴重な資料を御寄贈いただき
ました。ご協力に感謝申し上げるとともに、
御寄贈いただきました方と寄贈資料をご紹介
いたします。
◆ 藤谷定義様（静岡県浜松市）昭和43年度か
ら46年度にかけての資料「入寮申込案内」
ほか各種資料＝写真上
◆ 髙尾行男様（栃木県高根沢町）昭和40年頃
の校舎写真ほか＝写真下

　

史
料
編
纂
室
で

は
、
立
正
大
学
（
立

正
中
学
・
高
校
・
短

期
大
学
部
を
含
み
ま

す
）
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
収
集

し
て
い
ま
す
。

　

広
報
誌
な
ど
の
学

内
刊
行
物
、時
間
割
、

講
義
ノ
ー
ト
、
文
書

資
料
、
学
生
運
動
関

係
等
の
ビ
ラ
、
写
真

（
ア
ル
バ
ム
）、
記
念

品
、
躍
進
歌
な
ど
立

正
大
学
の
歴
史
に
関

す
る
資
料
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
史
料
編

纂
室
に
ご
寄
贈
も
し

く
は
貸
与
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

☎
０
３（
３
４
９
２
）

２
６
８
１

内
線
（
４
１
９
７
・

４
１
９
８
）

立正大学の歴史資料を収集しています

　

氏
名
、
学
部
、
学
科
、
学

年
（
卒
業
生
は
卒
業
年
）、住

所
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
宛
先
〕

　

〒
１
４
１-

８
６
０
２

　

東
京
都
品
川
区
大
崎
４-

２-

16 

立
正
大
学
政
策
広

報
課
学
園
新
聞
担
当

〔
Ｅ
メ
ー
ル
〕

　

pln@
ris.ac.jp

〔
締
切
〕

　

平
成
22
年
7
月
25
日
必
着

資料ご寄贈　
ありがとう　
ございました
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

















☆ 立正大学独自の奨学金制度 ☆
☆TOP100 ～立正大学特別奨学生制度～＜給付＞
大学入試成績上位者への奨学金制度です。
◎趣旨／立正大学の建学の精神を具現するため、広く全国から優秀な学生を募り、
その才能が十分発揮できるよう修学を奨励し、有為な人材を育成することを目的と
しています。
◎特別奨学生対象者／ 2011年度一般入学試験２月試験（前期）の成績上位者100名
と大学入試センター利用入学試験（前期）の成績上位者100名
◎奨学金給付額・期間／ 40万円（なお、卒業後の返還義務はありません）給付期
間は１年間（２年次以降は立正大学橘奨学生制度に応募できます）

☆立正大学橘奨学生＜給付＞
◎趣旨／本学奨学生規程に基づき、勉学意欲があり成績優秀で、経済上学費の支弁
が困難である学生に対して、その学修や研究活動を奨励することを目的としていま
す。卒業後の返還義務はありません。
●第１種（年１回）
◎対象／学部生２年次以上、大学院生全学年
◎採用人数／学部生144名、大学院生20名（2009年度実績）
◎奨学金額／学部生年額40万円、大学院生年額50万円
●第２種（半期ごとの募集）
◎対象／学部生全学年（１年次は２期以上）
◎採用人数／若干名
◎奨学金額／学部生年額20万円

☆立正大学学業継続支援奨学金＜給付＞
◎趣旨／勉学の意思を強く持ち、成績優秀でありながら、経済的事由で困窮し、学
費の納入が困難になった学生に対して奨学金を給付し、学業の継続機会を与えるこ
とを目的とする奨学金（石橋湛山記念基金）制度です。卒業後の返還義務はありま
せん。
◎対象／学部生・大学院生のうち学費未納者で特別延納願提出者
◎条件／石橋湛山記念基金立正大学学業継続支援金細則による。
◎給付額／１期または２期授業料の１/２相当額以内
　＊１年生２期から４年生２期までの在籍期間中１回とする。
◎申込期間／各々１期・２期特別延納願受付期間中

☆立正大学校友会奨学生＜給付＞
◎趣旨／本学奨学生規程と立正大学橘奨学生＜給付＞に準じ、勉学意欲があり成績
優秀で、家計急変等の理由で経済上学費の支弁が困難である学生に対して、その学
修や研究活動を奨励することを目的としています。卒業後の返還義務はありません。
◎対象／学部生・大学院生全学年
◎採用人数／ 25名
◎奨学金額／年額40万円

　

皆
さ
ん
が
い
ず
れ
体
験
す
る

面
接
試
験
で
は
「
あ
な
た
の
強

み
は
？
」「
大
学
生
活
で
打
ち

込
ん
だ
こ
と
は
？
」「
将
来
の

夢
は
？
」
な
ど
自
己
Ｐ
Ｒ
に
関

す
る
こ
と
、「
な
ぜ
こ
の
業
界

を
志
望
す
る
の
か
？
」「
な
ぜ

こ
の
会
社
を
選
ん
だ
の
か
？
」

と
い
っ
た
志
望
動
機
に
関
す
る

こ
と
を
聞
か
れ
ま
す
。

　

奨
学
金
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
や
、

優
れ
た
能
力
を
持
つ
学
生
に
、

勉
学
を
続
け
る
た
め
の
支
援
を

す
る
も
の
で
す
。

　

奨
学
金
に
は
、
返
還
す
る
必

要
の
な
い
﹇
給
付
型
﹈
と
、
卒

業
後
に
返
還
す
る
義
務
が
あ
る

﹇
貸
与
型
﹈

が
あ
り
ま

す
。

　

本
学
独

自
の
奨
学

金
制
度
に

は
、
立
正

大
学
特
別
奨
学
生
制
度
、
立
正

大
学
橘
奨
学
生
、
立
正
大
学
学

業
継
続
支
援
奨
学
金
、
立
正
大

学
校
友
会
奨
学
生
な
ど
が
あ

り
、制
度
は
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
日
本
学
生
支
援
機

構
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団

体
の
奨
学
制
度
が
あ
り
ま
す
。

スーパー「成城石井」岡本有里惠さん（経済４年）

「熊谷市役所」後藤尚道さん（法３年）

特別養護老人ホーム「日の出ホーム」大島宇晃さん（法３年）

　

回
答
の
多
く
は
学
生
生
活
の

中
か
ら
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
日
々
の
生
活
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
就
活
準
備
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と

を
意
識
し
た
夏
休
み
の
過
ご
し

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。

◆
１
年
生

　

あ
な
た
は
今
、
人
生
の
大
切

な
節
目
に
い
ま
す
。
卒
業
後
働

か
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
あ
り

ま
せ
ん
。
将
来
の
夢
、
夢
に
つ

な
が
る
学
生
時
代
の
目
的
を
考

え
ま
し
ょ
う
。
迷
っ
た
ら
思
い

切
っ
て
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

失
敗
し
て
も
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ

と
の
方
が
多
い
の
で
す
。

◆
２
年
生

　

地
域
や
社
会
に
飛
び
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
イ
ベ
ン
ト
や
ボ

確
認
や
企
業
研
究
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
な

ど
の
筆
記
試
験
対
策
も
始
め
ま

ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加
、

ア
ル
バ
イ
ト
も

い
い
で
す
ね
。

ま
た
、
資
格
取

得
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど

に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い

で
す
。

◆
３
年
生

　

自
己
分
析
の

し
ょ
う
。
新
聞
を
読
む
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
、
友
人
と
の
情
報

交
換
も
大
切
で
す
。
な
お
、
２

年
生
の
課
題
は
３
年
生
で
も
有

効
で
す
。
決
し
て
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
４
年
生
就
活
中

　

立
正
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
で
大
学

に
届
く
求
人
票
を
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
学

外
合
同
企
業
説
明
会
に
も
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
情
報
の
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
、
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
、
新
聞
や
地
域
の

情
報
誌
に
も
目
を
通
し
て
視
野

を
広
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
時
期
の
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
が

少
な
い
分
じ
っ
く
り
相
談
に
乗

れ
ま
す
。
ス
ー
ツ
着
用
、
履
歴

書
持
参
な
ら
、
身
だ
し
な
み
の

再
点
検
や
添
削
な
ど
効
果
的
に

活
用
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◆
内
定
者

　

卒
業
で
き
な
け
れ
ば
内
定
は

取
り
消
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に

置
き
、
悔
い
の
な
い
夏
休
み
に

し
て
く
だ
さ
い
。
入
社
後
に
役

に
立
つ
資
格
の
取
得
に
挑
戦
す

　

受
験
生
対
象
の
大
学
案
内

『
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
（
ア
ー
チ
）

２
０
１
１
』が
完
成
し
ま
し
た
。

る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
長
・
下
垣
伸
吉
）

　

経
済
学
部
は
今
年
、
開
設
60

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、
平
成
22
年
９
月
25

日
に
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
石
橋
湛

山
記
念
講
堂
で
「
経
済
学
部
60

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
立

期　日 開 催 地 対 象 地 域 会　場・住　所

７月10日
（土）

秋 田 市 秋田県・山形県・青森県・岩手県
ホテルパールシティ秋田竿灯大通り
〒010-0921　秋田県秋田市大町2‒2‒3
℡　018-862-0501

７月11日
（日）

盛 岡 市 岩手県・青森県・秋田県・宮城県
ホテルメトロポリタン盛岡
〒020-0034　岩手県盛岡市盛岡駅前通1‒44
℡　019-625-1211

７月18日
（日）

新 潟 市 新潟県・山形県・富山県・石川県
福島県・群馬県

チサンホテル＆コンファレンスセンター新潟
〒950-0911　新潟県新潟市中央区笹口1‒1
℡　025-240-2111

７月31日
（土）

静 岡 市 静岡県・山梨県・岐阜県・愛知県
神奈川県

ホテルアソシア静岡
〒420-0851　静岡県静岡市葵区黒金町56
℡　054-254-4141

８月１日
（日）

名古屋市 愛知県・静岡県・岐阜県・滋賀県
三重県・和歌山県

ホテルサンルートプラザ名古屋
〒450-0002　愛知県名古屋市中村区名駅2‒35‒24
℡　052-571-2221

８月７日
（土）

大 阪 市 大阪府・兵庫県・岡山県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県・福井県

大阪第一ホテル
〒530-0001　大阪府大阪市北区梅田1‒9‒20
℡　06-6341-4411

８月８日
（日）

高 松 市 香川県・愛媛県・高知県・徳島県
岡山県

全日空ホテルクレメント高松
〒760-0011　香川県高松市浜ノ町1‒1
℡　087-811-1111

９月４日
（土）

福 岡 市 福岡県・熊本県・佐賀県・宮崎県
長崎県・大分県・鹿児島県・山口県

博多都ホテル
〒812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東2‒1‒1
℡　092-441-3111

９月５日
（日）

広 島 市 広島県・岡山県・島根県・鳥取県
山口県

ホテルＪＡＬシティ広島
〒730-0014　広島県広島市中区上幟町7‒14
℡　082-223-2580

９月12日
（日）

長 野 市 長野県・新潟県・山梨県
ホテルメトロポリタン長野
〒380-0824　長野県長野市南石堂町1346
℡　026-291-7000

９月19日
（日）

富 山 市 富山県・石川県・福井県・岐阜県
新潟県

名鉄トヤマホテル
〒930-0004　富山県富山市桜橋通り2‒28
℡　076-431-2211

９月26日
（日）

那 覇 市 沖縄県
琉球サンロイヤルホテル
〒900-0034　沖縄県那覇市東町6‒20
℡　098-862-3811

10月17日
（日）

東 京 都 全都道府県
（仏教・文学・経済・経営・心理）

立正大学大崎校舎石橋湛山記念講堂
〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16
℡　03-3493-6535

11月７日
（日）

熊 谷 市 全都道府県
（法学・社会福祉・地球環境科学）

立正大学熊谷校舎
〒360-0161　埼玉県熊谷市万吉1700
℡048-536-6010
（問い合わせ先）　立正大学橘父兄会
℡　03-3493-6535

ご
希
望
の
方
は
入
試
セ
ン
タ
ー

ま
で
。☎
０
３（

３
４
９
２）

６
６
４
９

　

平
成
22
年
度
７
月
以
降
の
橘

父
兄
懇
談
会
は
、
下
表
の
通
り

開
催
し
ま
す
。

　

各
対
象
地
域
の
皆
様
に
は
、

開
催
期
間
日
の
１
カ
月
前
に
案

内
状
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
地
域
外
の
会
場

に
出
席
さ
れ
る
方
は
、
開
催
１

カ
月
前
ま
で
に
直
接
本
会
事
務

局
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
☎
０
３
（
３
４
９
３
）

６
５
３
５

秋に記念
シンポジ
ウム開催

経
済
学
部
開
設
60
周
年

正
大
学
一
学
部
一
優
策
）
を
開

催
し
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
「
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
の

ア
ジ
ア
と
日
本
の
役
割
〜
東
ア

ジ
ア
共
同
体
に
お
い
て
、
日
本

の
未
来
を
考
え
る
」（
仮
）で
す
。

　

講
演
内
容
な
ど
詳
細
は
決
ま

り
次
第
、
経
済
学
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
随
時
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
経
済

学
部
事
務
室
ま
で
。
☎
0
3

（
3
4
9
2
）
7
5
2
9

㉒

夏
休
み
の
過
ご
し
方
ア
ド
バ
イ
ス

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
し
た

日
々
の
生
活
が「
就
活
準
備
」

充実する本学の奨学金

橘
父
兄
懇
談
会

各
地
で
開
催
し
ま
す

受
験
生
対
象
の
大
学
案
内

『
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
』完
成
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演技はいつも楽しく

難度高い演技も

幸智子先生 真田澪さん

創立1
1年　チア

リーデ
ィング

部

FANCYS　20人

　

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
車
中
で
う

と
う
と
。
母
「
眠
た
い
？
」「
お

日
さ
ま
が　

肩
も
み
し
て
い
る

か
ら　

気
持
ち
い
い
ん
だ
よ
」

　
「
よ
く
ガ
ム
か
ん
で
る
ね
。

何
で
？
」
と
聞
か
れ
「
口
が
さ

み
し
い
か
ら
」
と
父
。「
ベ
ロ

と
か　

歯
が
い
っ
ぱ
い
な
の
に

ど
う
し
て
」

　

犬
と
「
お
手
」
な
ど
で
遊
ん

だ
あ
と
、「
何
で
犬
は
人
間
の

言
葉
が
わ
か
る
の
に
人
間
は
犬

の
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
の
？
」

　

皆
、
朝
日
新
聞
生
活
面
の
コ

ラ
ム
を
集
め
た
『
あ
の
ね
〜
子

ど
も
の
つ
ぶ
や
き
』（
朝
日
新

聞
出
版
）か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。

日
常
生
活
で
の
幼
児
の
何
気
な

い
一
言
に
ド
キ
ッ
と
す
る
よ
う

な
鋭
い
感
性
や
、
心
底
か
ら
の

温
も
り
を
感
じ
る
。

　

言
葉
の
大
切
さ
を
忘
れ
て
い

る
の
は
、
大
人
の
方
で
は
な
い

か
。
日
々
の
慌
た
だ
し
さ
に
ま

ぎ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
純
粋
な

気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
い

つ
し
か
心
と
は
裏
腹
の
こ
と
を

言
い
、
そ
の
場
を
取
り
繕
う
ず

る
さ
を
覚
え
て
し
ま
う
。

　

そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
幼

児
の
純
粋
さ
に
は
改
め
て
心
洗

わ
れ
、
感
動
で
き
る
自
分
は
存

在
す
る
。
心
が
汚
れ
複
雑
化
し

て
い
る
と
き
ほ
ど
、
汚
れ
無
き

言
葉
は
強
く
心
に
響
き
渡
る
。

　

も
っ
と
も
っ
と
言
葉
に
敏
感

に
な
っ
て
い
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
一
言
で
人
を
失
望
さ

せ
、
傷
つ
け
も
す
る
一
方
、
言

葉
は
希
望
の
光
を
あ
て
、
生
き

る
力
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
ま
さ
に
幼
児
の
一
言
が

そ
れ
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

雲
一
つ
な
い
青
空
を
見
上

げ
、「
今
日
は　

あ
た
ら
し
い

　

空
だ
ね
」
…
…
心
も
常
に
新

し
く
し
た
い
。
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現
在
、
中
学
野
球
部
の
顧
問

を
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
中

学
高
校
通
じ
て
野
球
部
に
所
属

し
、
内
野
手
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。
高
校
時
代
は
千
葉
県
大

会
で
ベ
ス
ト
４
ま
で
勝
ち
進
み

ま
し
た
。

　

野
球
と
い
う
と
高
校
野
球
に

目
を
向
け
が
ち
で
す
が
、
そ
の

土
台
と
な
る
中
学
時
代
の
３
年

間
が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て

社会科

　宇佐美繁夫先生

生
徒
の
成
長
が
嬉
し
く
て
野
球
部
指
導

い
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
、
頑
張
っ
て
練

習
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
突

然
う
ま
く
な
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。

　

試
合
で
初
め
て
ヒ
ッ
ト
を

打
っ
た
と
き
や
、
マ
ウ
ン
ド
に

立
っ
た
と
き
な
ど
、
そ
の
子
に

と
っ
て
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

生
徒
た
ち
の
、
そ
う
い
う
姿

を
見
る
の
が
嬉
し

く
、
感
動
す
る
と
き

で
す
。

　

部
活
だ
け
で
な

く
、
勉
強
を
お
ろ
そ

か
に
し
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
勉
強
が

わ
か
っ
て
こ
そ
学
校

生
活
が
楽
し
め
、
そ

う
す
れ
ば
部
活
動
に

も
集
中
で
き
る
の
で

す
。

　

社
会
科
の
教
科
主

任
も
務
め
て
お
り
、

多
忙
な
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、
家
庭

に
帰
れ
ば
二
人
の
子

ど
も
の
や
さ
し
い
パ

パ
で
す
。

　

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
が
出

来
て
11
年
が
経
ち
ま
す
。
顧
問

と
し
て
指
導
し
て
お
ら
れ
る
の

が
幸
智
子
先
生
で
す
。

　

チ
ー
ム
名
は
「
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｙ

Ｓ
（
フ
ァ
ン
シ
ー
ズ
）」。
女
生

徒
20
人
が
、
毎
日
明
る
く
活
動

明るく活
動

明るく活
動

磨きかかる演技力
し
て
い
ま
す
。

　

難
易
度
の
高
い
ス
タ
ン
ツ
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
危
険

度
も
高
い
た
め
、
佐
藤
武
徳
先

生
が
協
力
者
と
し
て
部
を
助
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ー
チ
で
あ
る
大
澤

英
美
先
生
の
指
導
に
よ
っ
て
、

年
々
演
技
力
に
磨
き
が
か
か
っ

て
お
り
、
技
術
も
向
上
し
て
い

ま
す
。

　

体
育
祭
・
立
正
祭
で
の
演
舞

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
野
球
部

の
公
式
戦
で
は
、
ス
タ
ン
ド
か

ら
熱
い
応
援
合
戦
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

　

関
東
大
会
・
全
日
本
高
等
学

校
大
会
に
も
毎
年
出
場
し
て
い

ま
す
。

　

高
３
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
真
田

澪
さ
ん
を
中
心
に
、「
元
気
・

勇
気
・
笑
顔
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ

せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　勉強がわかってこそ

学校生活が楽しく
陸
上
競
技
部
の
時
光
、
角
本
君

　

本
校
陸
上
競
技
部
の

左
記
の
２
人
が
、
輝
か

し
い
成
績
に
よ
っ
て
、

今
年
５
月
、（
社
）
東

京
陸
上
競
技
協
会
か
ら

「
特
別
優
秀
選
手
賞
」

と
い
う
栄
章
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

時
光
龍
一
君
高
２

（
写
真
右
）

　

昨
年
10
月
、
新
潟
国

体
の
少
年
Ｂ
１
０
０
ｍ

決
勝
で
、
７
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

角
本　

惇
君
中
２

（
写
真
左
）

　

昨
年
、
中
学
１
年
生

１
０
０
ｍ
で
、
東
京
都

新
記
録
を
作
り
ま
し

た
。

東京陸上競技協会から

特別優秀選手賞

新潟国体で入賞、中学東京都新記録
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新任
教員紹介新任
教員紹介

新入50人迎え
チームが始動

野
球
部

前
理
事

長
の
書 

激
励
の
記
念
碑
を
建
立

「甲子園初出場ベスト８」

こ
ち
ら
も
新
メ
ン
バ
ー

　

チ
ー
ム
名
も
新
し
く

マーチ
ング部

「SHONAN　SAINTS」
　

マ
ー
チ
ン
グ
部

は
、
４
月
17
日
に
毎

年
恒
例
の
「
ス
プ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
近
隣
の

大
学
・
高
校
・
中
学

校
・
小
学
校
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
盛
大
に

演
奏
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
ス

テ
ー
ジ
、
吹
奏
楽
ス

テ
ー
ジ
と
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、
部

員
た
ち
も
こ
の
日
の

た
め
に
春
休
み
を
返

　

昨
年
夏
の
全
国
高
校
野
球
選

手
権
大
会
出
場
の
効
果
も
あ
っ

て
、
本
学
野
球
部
は
、
新
入
部

員
50
人
を
迎
え
て
新
た
に
チ
ー

ム
が
始
動
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
期
待
を
持
っ
て
入
寮

し
て
き
た
選
手
の
顔
つ
き
は
、

ど
の
顔
を
見
て
も
や
る
気
に
満

ち
て
お
り
、
今
後
の
野
球
部
の

更
な
る
活
躍
へ
期
待
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
速
メ
ン
バ
ー
に
入
り
活
躍

し
て
い
る
選
手
も
い
ま
す
が
、

今
は
体
力
づ
く
り
を
重
点
に
夏

に
戦
え
る
選
手
に

な
っ
て
も
ら
う
べ

く
、
日
々
の
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

練
習
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
向
か
う
道
に
、

「
甲
子
園
初
出
場
ベ

ス
ト
８
」「
天
関
打

開
」
の
岡
崎
功
前
理

事
長
の
書
を
彫
っ
た

記
念
碑
を
、
理
事
長

先
生
自
身
の
手
に

よ
っ
て
建
立
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
ま
る
で
、

練
習
に
向
か
う
選
手
に
頑
張
れ

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
下

ろ
す
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

選
手
は
こ
の
碑
を
見
て
、
先

輩
た
ち
の
偉
業
を
、「
伝
説
」

で
は
な
く
「
伝
統
」
に
し
た
い

と
思
い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
力
が
十
分
に
あ
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
が
、
よ
り
高
い
目

標
に
向
か
っ
て
張
り
切
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
鳥
取
県
の
出
身
で
、
担

当
教
科
は
社
会
科
で
す
。

　

立
正
大
学
淞
南
高
校
に
来
る

　

私
が
、
将
来
教
師
に
な
り
、

サ
ッ
カ
ー
の
指
導
者
に
な
る
と

決
め
た
の
は
高
校
生
の
時
で
し

た
。

　

普
通
の
中
学
生
だ
っ
た
私

記念碑の除幕

マーチングステージ

吹奏楽ステージ

上
、
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
が
卒
業
し
て
、
新
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
は
じ
め
て
の
単

独
演
奏
会
で
、
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
感
動
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
部
員
一
同
、
一
生

懸
命
に
演
奏
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
新
入
部
員
を
迎
え
て
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
は

　
「S

H
O
N
A
N
 S
A
IN
TS

」

　

と
い
う
新
た
な
チ
ー
ム
名
に

変
わ
り
、
よ
り
一
層
の
技
術
の

向
上
と
内
容
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
は
、
鳥
取
県
の
高
等
学
校
や

養
護
学
校
や
小
学
校
に
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。

が
、サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
も
、

人
間
と
し
て
も
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
の
ピ
ッ
チ
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
指
導
者

　

私
は
北
海
道
の
大
学
を
卒
業

し
、
今
年
度
、
母
校
で
あ
る
立

正
大
学
淞
南
高
校
に
着
任
し
ま

し
た
。

　

教
師
に
な
ろ
う
と
決
意
し
て

か
ら
、
10
年
以
上
の
時
が
経
ち

ま
し
た
。

　

初
め
て
教
師
を
志
し
た
の
は

岡島　康範先生門岩　敬太先生塩谷　翔先生

み
ん
な
の
目
標
達
成
を
支
援

　

初
め
て
硬
式
野
球
指
導

生
徒
と
と
も
に
成
長
し
た
い

　

サ
ッ
カ
ー
部
コ
ー
チ
に

〝
日
本
の
柱
〞と
な
る
人
物
を

小
学
４
年
で
教
師
志
す

　

生
徒
み
ん
な
が
、
礼
儀
正
し

く
、
勉
強
や
部
活
動
に
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
る
、
素
晴
ら

し
い
学
校
に
来
る
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　

高
等
学
校
は
４
年
ぶ
り
で
、

硬
式
野
球
部
の
指
導
を
す
る
の

も
初
め
て
で
す
。

　

そ
こ
に
は
不
安
も
あ
り
、
少

し
緊
張
気
味
で
す
が
、
み
な
さ

ん
の
目
標
達
成
の
た
め
に
少
し

で
も
良
い
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
淞
南
の
高
校
生
と
共
に
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
い
う
の
は
こ
ん
な
に
も
生
徒

を
成
長
さ
せ
、
影
響
力
が
あ
る

存
在
な
の
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
私
の
原
点
で
あ
り
、

母
校
の
立
正
大
学
淞
南
高
校
に

教
師
と
し
て
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー

チ
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

目
標
は
全
国
選
手
権
大
会
ベ

ス
ト
８
進
出
で
す
。
そ
の
た
め

に
必
要
な
練
習
の
厳
し
さ
、
雰

囲
気
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
面
、

生
活
面
を
チ
ー
ム
全
員
で
徹
底

で
き
る
チ
ー
ム
に
す
る
た
め
、

私
自
身
も
ま
た
こ
こ
で
成
長

し
、
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
学
校
４
年
生
の
頃
、
担
任
の

先
生
へ
の
憧
れ
か
ら
で
し
た
。

そ
の
先
生
は
い
つ
も
元
気
で
明

る
く
、
何
事
に
も
積
極
的
な
姿

勢
で
取
り
組
む
人
で
し
た
。

　

時
に
教
師
と
い
う
職
業
に
疑

問
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
素
晴
ら
し
い
先
生
方
に
出

会
い
、
感
化
さ
れ
、
夢
を
叶
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
に
何
か
生
き
る
目
標
を

持
っ
て
卒
業
し
て
も
ら
う
こ
と

が
私
の
目
標
で
す
。
一
人
で
も

多
く
の
生
徒
が
、
自
ら
の
生
き

る
目
標
を
持
ち
、
日
本
の
柱
と

な
れ
る
よ
う
な
人
物
へ
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。
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神
宮
球
場
で
躍
動
す
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

「
ア
シ
ョ
ー
カ
」

声
を
張
り
上
げ
る
応
援
リ
ー
ダ
ー
清

水
南
緒
さ
ん
（
社
福
４
・
立
正
高
）

こ
の
悔
し
さ
を
胸
に
こ
の
秋
ま
た

東
都
１
部
に
返
り
咲
き
だ

気
迫
の
ク
ロ
ー
ザ
ー
中
川
祐
輔
投
手

 

（
法
４
・
白
樺
学
園
高
）

第
３
回
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
ラ
グ
ビ
ー
部
）

ド
ラ
フ
ト
候
補
の
エ
ー
ス
南
昌
輝

投
手
（
法
４
・
県
和
歌
山
商
高
）

シ
リ
ー
ズ

他大学と積極交流

短
・
中
距
離
と
も
レ
ベ
ル
向
上

「２部」の悔しさをバネに

再出発の秋へ再出発の秋へ声の限り…応援団

ラ
グ
ビ
ー

　

フ
ェ
ス
に

子
ど
も
た
ち

茶
道
部

　

陸
上
競
技
部
は
昨
年
度
か
ら

新
監
督
、
コ
ー
チ
を
迎
え
、
新

体
制
で
精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
部
員
は
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
23
人
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
12

◆
歴
史　

昭
和
34
年
設
立
。
昨

年
50
年
に
な
り
ま
し
た
。
熊
谷

で
の
部
員
減
少
に
よ
り
、
今
年

　

昨
年
秋
の
東
都
１
部
リ
ー
グ

初
優
勝
、
か
つ
明
治
神
宮
大
会

を
制
し
て
大
学
日
本
一
と
い
う

頂
点
に
立
っ
た
硬
式
野
球
部
。

し
か
し
、
連
覇
を
め
ざ
し
た
今

春
は
勝
ち
点
を
得
ら
れ
ず
に
６

位
、
入
れ
替
え
戦
へ
の
出
場
と

な
っ
た
。
大
学
ス
ポ
ー
ツ
と
は

い
え
勝
負
の
世
界
は
厳
し
い
。

　

そ
れ
に
は
前
年
の
選
手
が
大

幅
に
卒
業
し
て
代
替
わ
り
し
た

こ
と
、
最
速
１
５
１
ｋ
ｍ
の
エ

ー
ス
南
投
手
（
法
４
・
県
和
歌

山
商
高
）
に
次
ぐ
２
、
３
番
手

の
有
力
な
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
現
れ

な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
打
撃

不
振
な
ど
が
要
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
。

　

ド
ラ
フ
ト
１
位
候
補
の
南
投

手
は
孤
軍
奮
闘
、
入
れ
替
え
戦

の
２
戦
目
で
は
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ

ー
ラ
ン
寸
前
ま
で
突
き
進
み
、

大
学
野
球
の
聖
地
、
神
宮
球
場

の
大
観
衆
の
期
待
を
一
身
に
背

負
っ
た
。
８
回
に
力
み
か
ら
ヒ

ッ
ト
を
１
本
打
た
れ
て
記
録
達

成
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
全
国

に
そ
の
雄
姿
を
見
せ
つ
け
た
。

　

リ
ー
グ
戦
の
初
戦
は
そ
の
南

で
勝
利
を
得
る
も
の
の
２
、
３

戦
目
は
継
投
策
と
な
り
打
た
れ

て
連
敗
、
そ
う
い
う
１
勝
２
敗

が
な
ん
と
４
カ
ー
ド
。
勝
率
で

こ
そ
５
位
国
士
舘
大
を
上
回
っ

て
い
た
が
、
最
終
成
績
４
勝
10

敗
、
勝
ち
点
０
で
は
仕
方
が
な

か
っ
た
。

　

入
れ
替
え
戦
で
は
初
戦
の
エ

ー
ス
対
決
を
避
け
背
水
の
陣
を

敷
き
、
２
戦
目
に
南
で
勝
利
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
。
最
後
は

１
勝
２
敗
で
降
格
、
こ
の
秋
は

東
都
２
部
か
ら
の
再
出
発
に
な

っ
た
。

　

応
援
団
は
声
の
限
り
フ
ィ
ー

ル
ド
の
選
手
た
ち
を
元
気
づ
け

た
。
そ
の
エ
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
清
水
南
緒
さ
ん
（
社
福

４
・
立
正
高
）
は
、
凛
と
し
た

演
武
で
立
正
を
支
え
た
。

　

ま
た
応
援
台
で
リ
ズ
ム
に
乗

る
３
人
の
ブ
ラ
ス
ホ
ー
ン
セ
ク

シ
ョ
ン
は
、
新
機
軸
の
応
援
ス

タ
イ
ル
で
人
気
が
出
て
き
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
神
宮
第
二
球

場
で
は
鳴
り
も
の
禁
止
、
楽
器

が
持
ち
込
め
な
く
な
り
、
シ
ン

プ
ル
な
応
援
体
制
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
も
残
念
で
な
ら

な
い
。

　

関
東
２
部
リ
ー
グ
の
ラ
グ
ビ

ー
部
は
４
月
11
日
に
「
第
３
回

ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
。
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
の
参
加
を
み
た
。

　

関
東
２
部
復
帰
を
め
ざ
す
サ

ッ
カ
ー
部
は
東
京
都
１
・
２
部

春
季
対
抗
戦
で
決
勝
戦
に
進
出

し
た
。

陸上競技部全員集合

熊谷キャンパスでの練習

文
・
写
真　

岩
瀬
孝
文
＝
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

 

（
立
正
大
学
ア
メ
フ
ト
部
監
督
）

陸上競技部
人
の
計
35
人
で
す
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
構

内
の
陸
上
競
技
場
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
、
国
営
武
蔵
丘
陵

森
林
公
園
な
ど
で
火
曜
、木
曜
、

土
曜
の
週
３
回
の
合
同
練
習

（
中
・
長
距
離
は
水
曜
、
日
曜
）

を
行
い
、
そ
の
他
の
日
は
自
主

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
水

曜
は
東
京
体
育
館
、
金
曜
は
織

田
フ
ィ
ー
ル
ド
で
週
２
回
の
合

同
練
習
を
行
い
ま
す
。
可
能
な

学
生
は
大
崎
・
熊
谷
間
の
学
バ

ス
を
利
用
し
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
練
習
に
参
加
、
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
日
に
は
葛
西
臨
海
公

園
や
各
自
母
校
の
練
習
に
参
加

し
ま
す
。

　

月
に
一
度
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
陸
上
競
技
場
で
大
崎
と
の

合
同
練
習
を
行
い
、
夏
休
み
と

春
休
み
に
は
他
校
と
の
合
同
合

宿
と
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学

内
合
宿
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ベ
ア
リ
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ

ク
ラ
ブ
主
催
の
大
会
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
関
東
イ
ン
カ
レ
に

は
、
1
0
0
ｍ
、
2
0
0
ｍ
、

十
種
競
技
、
４
×
1
0
0
ｍ
リ

レ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
標
準
記
録
を

突
破
し
、
出
場
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
４
×
1

0
0
ｍ
リ
レ
ー
記
録
突
破
は
、

短
距
離
全
体
の
レ
ベ
ル
向
上
を

表
し
て
お
り
、
と
て
も
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
中
・
長
距
離
で

も
全
体
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て

お
り
、
箱
根
駅
伝
予
選
会
出
場

を
目
標
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

陸
上
競
技
部
で
は
、
競
技
レ

ベ
ル
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、

組
織
の
中
で
の
活
動
を
通
し
て

自
分
の
仕
事
や
役
割
に
責
任
を

持
ち
、
自
ら
考
え
、
判
断
、
行

動
で
き
る
常
識
あ
る
人
間
形
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
社
会
で

必
要
な
常
識
を
部
で

し
っ
か
り
学
び
、
将

来
大
い
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
部
で
は
部
員
、
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
部
室
や
競
技

場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
先
（
当
部
Ｈ
Ｐ
）

http://rissho-f.jimdo.com/

　
（
地
球
環
境
科
学
部
４
年
遠

藤
昇
平
＝
私
立
松
商
学
園
高
等

学
校
出
身
）

女
性
の
方
が
ち
ょ
っ
と
多
い
？

真
剣
に
お
点
前

度
か
ら
大
崎
の
み
で
の
活
動
と

な
り
ま
し
た
。
茶
道
の
先
生
で

は
な
く
、
主
に
先
輩
か
ら
教
わ

る
と
い
う
か
た
ち
で
す
。

◆
拝
見
録　

部
員
は
男
子
12

人
、
女
子
23
人
の
計
35
人
で
、

学
園
祭
や
他
大
学
と
の
交
流
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
学
内
外
で
友
人
関
係
を
築

い
て
い
ま
す
。

◆
部
室
の
特
徴　

お
茶
碗
や

棗な
つ
め

、
釜
、
茶
道
の
本
が
あ
り
、

畳
も
敷
い
て
あ
っ
て
和
を
感
じ

る
部
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
モ
ノ

毎
年
卒
業
す
る
先
輩
か
ら
本
番

の
茶
会
で
使
う
よ
う
な
茶
道
具

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
そ
の
全

て
が
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る

モ
ノ
で
す
。

（
心
理
学
部
３
年
佐
々
部
あ
や

＝
神
奈
川
県
立
湘
南
高
等
学
校

出
身
）
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心理学部心理学部　　沢宮ゼミ沢宮ゼミ

さ
よ
な
ら

卒
業
式

よろしく 入学式

情報提供しませんか！
「ケーブルテレビ品川」

学生は毎回発言
著名な先生方の
講義が‶名物”に

女子軟式野球COSMOS
関東リーグで
準優勝に輝く経済学部３年

（芹田ゼミ）

山岡伸一郎（しし座）
＝私立海星高等学校出身
◆課外活動…五反田コメディアンズ（野球サークル）
◆将来の夢は…プロサーファー
◆ 最近、印象に残ったことは…野球で関東選抜に
選ばれ、韓国招待遠征に行ったこと

◆今、一番大切にしているものは…時間と友だち

　

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
ほ
ど

近
い
と
こ
ろ
に
「
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
品
川
」
が
あ
り
ま
す
。
過

去
に
は
経
営
学
部
の
池
上
ゼ
ミ

が
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
品
川

に
、
部
活
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の

公
演
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
提
供

　

女
子
軟
式
野
球
愛
好
会
＝
Ｃ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
＝
が
、
関
東
大
学

女
子
軟
式
野
球
連
盟
春
季
リ
ー

グ
戦
に
お
い
て
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

全
勝
同
士
で
迎
え
た
早
稲
田

大
学
と
の
最
終
戦
。
期
待
の
一

線
で
惜
し
く
も
破
れ
、
連
覇
の

夢
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

首
位
打
者
に
久
保
祐
季
子
さ
ん

（
社
福
・
2
年
）が
輝
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
立
正
大

学
大
学
院
学
位
記
授
与

式
は
３
月
20
日
、
大
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
石
橋
湛
山

記
念
講
堂
で
、
ま
た
、

卒
業
証
書
授
与
式
は
３

月
25
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ

た
。
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

吹
奏
楽
の
校
歌
・
学
園

歌
が
演
奏
さ
れ
、
卒
業

生
の
新
た
な
門
出
に
華

を
添
え
た
。◆

　

平
成
22
年
度
立
正
大

学
入
学
式
は
４
月
１

日
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

体
育
館
で
、
大
学
院
入

学
式
は
４
月
３
日
、
大

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
石
橋
湛

山
記
念
講
堂
で
開
催
さ

れ
た
。

ゼミでの発表風景

沢宮ゼミ全員集合！（後列中央が沢宮先生）

し
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演
な
ど
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
政
策
広
報

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☎
０
３（

３
４
９
２）

５
２
５
０

〔
Ｅ
メ
ー
ル
〕pln@

ris.ac.jp

　

沢
宮
ゼ
ミ
は
「
認
知
行
動
療

法
」
や
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
」

を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
学
生
が
自
由

に
テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

３
年
次
は
、
卒
業
論
文
の
作

成
を
め
ざ
し
て
、
心
理
学
研
究

や
論
文
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
、
そ

し
て
社
会
で
も
通
じ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
び

ま
す
。
学
生
全
員
が
必
ず
発
表

者
を
務
め
る
と
と
も
に
、
毎
回

必
ず
発
言
し
て
い
ま
す
。

　

沢
宮
ゼ
ミ
の
特
徴
の
一
つ

は
、
心
理
学
の
各
分
野
で
活
躍

さ
れ
る
著
名
な
先
生
を
お
招
き

し
て
講
義
を
し

て
い
た
だ
く
こ

と
で
す
。

　

例
え
ば
昨
年

度
は
、
洗
足
ス

ト
レ
ス
コ
ー
ピ

ン
グ
・
サ
ポ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
所

長
の
伊
藤
絵
美

先
生
、そ
し
て
、

キ
ン
グ
ス
カ

レ
ッ
ジ
ロ
ン
ド

ン
の
精
神
医
学

研
究
所
で
認
知

行
動
療
法
の
研
究
を
さ
れ
て
い

る
、
小
堀
修
先
生
に
講
義
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
２
人
は
今
年
度
も
沢
宮
ゼ

ミ
で
講
義
を
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
が
既
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
先
生
方

の
お
話
を
伺
う
こ
と
は
、
沢
宮

ゼ
ミ
な
ら
で
は
の
貴
重
な
経
験

で
す
。

　

４
年
次
で
は
、
卒
業
論
文
の

タ
イ
ト
ル
や
テ
ー
マ
を
決
め
ま

す
。
沢
宮
先
生
は
親
身
に
相
談

に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、
時
に
は

文
献
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
の

で
、
ゼ
ミ
生
は
自
分
の
課
題
を

着
実
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
沢
宮
ゼ
ミ
で
は
、
先

生
、
大
学
院
生
、
上
級
生
・
下

級
生
な
ど
縦
の
繋
が
り
だ
け
で

な
く
、
横
の
繋
が
り
も
強
い
の

が
特
徴
で
す
。

　

学
生
の
自
主
性
が
大
事
に
さ

れ
る
た
め
、
ゼ
ミ
内
で
の
誕
生

会
、
学
生
同
士
の
飲
み
会
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
が
盛
ん
で
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
楽
し
い
雰
囲
気
に

溢
れ
て
い
ま
す
。

　

沢
宮
先
生
は
い
つ
も
和
や
か

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
お

り
、
学
生
に
と
っ
て
安
心
感
を

抱
け
る
先
生
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

引
き
締
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
厳

し
く
引
き
締
め
ら
れ
る
の
で
、

決
し
て
自
由
奔
放
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

沢
宮
先
生
は
、
学
生
の
意
見

を
否
定
的
に
で
は
な
く
肯
定
的

に
捉
え
、
良
い
面
を
伸
ば
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ゼ
ミ
生
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
活
か
し
て
、
自
分

自
身
を
成
長
さ
せ
て
い
け
る
場

に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

（
心
理
学
部
４
年
伊
藤
大
紀
＝

私
立
東
北
学
院
榴
ケ
岡
高
等
学

校
出
身
）

卒業証書の授与

学位帽の授与（大学院）

新入学生を歓迎する演奏

校
旗
を
持
つ
学
生

準優勝した「女子コスモス」のメンバー

入学記念写真を撮る

厳
か
に
行
わ
れ
た
入
学
式
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心理学部２年
　黒木　香那 さん

全学部新入生アンケート
浸透する立正の「歴史」「伝統」

回
答
総
数
は
２
１
６
９
人

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
１
位

「
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
」

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
位

「
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る
」

立正大学の
　好きな　
　ところ　
在校生が一言

立正大学に抱いているイメージは何ですか？
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最先端の学問を研究している大学

OB・OGが活躍する大学

就職に強い大学

教育の質が高い大学

教授陣が優れている大学

学生が課外活動で活動している大学

８学部１４学科の総合大学

人間力を高める大学

教育環境が整っている大学

大崎 熊谷

大学を選ぶ際に重要視したことは何ですか？
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13%

23.4%
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37.3%

37.4%

53.8%

7.9%

16.7%

27.8%

24.1%

35.6%

32%

37.7%

26.4%

他校との交流が盛ん

知合いの先輩がいて親しみやすい

授業料が安く奨学金制度などが充実

課外活動やイヘン゙トなどが盛ん

図書館、IT環境などの学習環境が整っている

キャンハス゚や学食、学校周辺の環境が良い

就職・資格取得サホー゚トが充実している

伝統やフラ゙ンドがあり教育理念が良い

カリキュラムや授業内容、教授が良い

交通アクセスが良い

大崎 熊谷

ボーイスカウトの指導者に
夢は臨床心理士　
心のケアやりたい

　

今
年
度
、
全
学
部
の
新
入
生

を
対
象
に
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
時

間
帯
に
統
一
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
行
わ
れ
た
。
回
答
総
数
は
、

2
1
6
9
人
だ
っ
た
。

　

調
査
の
目
的
は
、
立
正
大
学

の
入
学
時
の
満
足
度
・
志
望
度

を
調
べ
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、

新
入
生
に
対
し
本
学
の
何
が
伝

わ
り
、
何
が
伝
わ
っ
て
い
な
い

か
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

質
問
項
目
数
は
６
項
目
で
、

単
純
明
快
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

作
成
し
て
あ
る
。
調
査
結
果
の

中
か
ら
い
く
つ
か
興
味
あ
る
も

の
を
紹
介
し
よ
う
。

　
「
あ
な
た
が
立
正
大
学
に
抱

い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
は
何
で
す

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

一
番
多
い
回
答
は
、
両
キ
ャ
ン

パ
ス
と
も
「
教
育
環
境
が
整
っ

て
い
る
」
だ
。
し
か
し
、
回
答

の
割
合
は
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

の
42
％
に
比
べ
、
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
が
62
・
３
％
で
大
き
な
差

異
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
あ
な
た
が
大
学
を

選
ぶ
際
に
重
要
視
し
た
こ
と
は

何
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
つ

い
て
は
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
が

「
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
」
と

の
回
答
が
圧
倒
的
（
53
・
８
％
）

で
、
熊
谷
で
は
同
じ
回
答
が
５

番
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
質
問
に
対
し
、
熊
谷

　

在
校
生
に
、「
大
学
の
好
き

な
と
こ
ろ
」
を
推
薦
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

①
大
学
の
好
き
な
と
こ
ろ

②
そ
の
理
由

▶
髙
橋
絢
子
さ
ん
（
心
理
学
部

４
年
）

①
学
食　

②
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
安
く
て
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富

で
美
味
し
い

▶
田
口
嵩
浩
君
（
経
営
学
部
４

年
）

①
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

②
最
新
の
パ
ソ
コ
ン
で
レ
ポ
ー

ト
作
成
や
ネ
ッ
ト
な
ど
が
で
き

る

▶
小
林
美
幸
さ
ん
（
経
済
学
部

３
年
）

①
カ
フ
ェ
（
ド
ト
ー
ル
）　

②

友
だ
ち
と
の
憩
い
の
場
と
し
て

▶
須
田
葵
佑
未
さ
ん
（
社
会
福

祉
学
部
３
年
）

①
ユ
ニ
デ
ン
ス　

②
自
然
の
中

に
近
代
的
な
空
間
が
広
が
り
、

の
び
の
び
と
生
活
で
き
る

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
始
め
た

の
は
小
学
校
１
年
生
。「
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
交
流
し
、

学
校
で
は
学
べ
な
い
体
験
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
す
」
と
黒
木
さ

ん
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
指
導
者

に
な
る
た
め
、
今
は
勉
強
中
だ

が
、
昨
年
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

▶
髙
橋
慶
多
君(

法
学
部
２
年)

①
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
図
書
館
）　

②
授
業
の
調
べ
も

の
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
な
ど
が
で

き
、
時
間
を
有
効
活
用
で
き
る

キ
ャ
ン
パ
ス
で
最
も
多
か
っ
た

回
答
は
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授

業
内
容
、
教
授
が
良
い
」

（
37
・
７
％
）
で
、
こ
の
回
答

は
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
ほ
ぼ

同
じ
割
合
で
あ
る
。

　

結
局
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
は

「
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
」、
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
教
育
環
境

の
良
さ
」
が
最
も
高
く
評
価
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
共
通
の
概

念
と
し
て
「
伝
統
」
が
上
位
に

位
置
し
て
い
る
が
、
2
0
1
2

年
に
開
校
1
4
０
周
年
を
迎
え

る
立
正
大
学
の
歴
史
が
、
あ
る

程
度
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
よ
う
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
、

今
後
も
教
職
員
一
体
と
な
り
、

よ
り
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り

に
努
め
た
い
。

「富士章」受賞を記念して
ボーイスカウトのメンバーたちと

ベ
ン
チ
ャ
ー
部
門
の
最
高
賞
で

あ
る
「
富
士
章
」
を
受
賞
。
所

属
す
る
茨
城
県
牛
久
第
二
団
で

初
め
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
「
富
士
章

受
賞
ス
カ
ウ
ト
代
表
表
敬
」
で

県
代
表
と
し
て
、
東
宮
御
所
を

表
敬
訪
問
し
た
。

　

大
学
で
は
児
童
福
祉
研
究
会

に
所
属
。
学
校
近
隣
の
児
童
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
、
乳
幼
児
か
ら

高
校
生
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層

の
子
ど
も
た
ち
の
補
助
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
。

　

大
学
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
、

「
雰
囲
気
が
落
ち
着
い
て
い
て

先
輩
や
友
達
が
や
さ
し
い
と
こ

ろ
」。
課
外
活
動
は
、「
学
部
を

超
え
た
友
達
と
情
報
交
換
が
で

き
る
の
で
、
本
当
に
楽
し
い
で

す
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
２
年
生
か
ら
教
職
科

目
を
履
修
、
大
学
で
は
授
業
に

サ
ー
ク
ル
活
動
に
フ
ル
回
転
。

授
業
前
や
帰
宅
後
に
週
４
回
程

度
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
日
曜
日
は

地
元
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
。

　

そ
ん
な
黒
木
さ
ん
の
将
来
の

夢
は
臨
床
心
理
士
。「
学
部
で

の
勉
強
を
生
か
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
人
の
心
の
ケ
ア
を
や
り
た

い
」
と
い
う
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
全
力
で

取
り
組
む
黒
木
さ
ん
の
瞳
は
輝

い
て
い
る
。

（
私
立
東
洋
大
学
附
属
牛
久
高

等
学
校
出
身
）

※ ％は全回答者のうち、それぞれの項目を選んだ人の割合


